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大管長会 メッセー ジ

唯一の道
第 二 副 管 長 マ リオ ン ・Ｇ・ロ ム ニ ー

「しか し， た とい わ た した ち で あ ろ う と， 天 か らの御 使 で

あ ろ う と， わ た した ちが 宣 べ 伝 え た福 音 に 反 す る こ とを あな

た が た に宣 べ伝 え るな ら， そ の人 は の ろ わ るべ きで あ る。 わ

た した ちが前 に言 って お い た よ う に， 今 わた しは重 ね て言

う。 も しあ る人 が， あ な たが た の受 け いれ た福 音 に反 す る こ

とを 宣 べ 伝 え て い るな ら， そ の 人 は の ろわ るべ きで あ る。」

（ガ ラテ ヤ １ ：８， ９） 使徒 パ ウ ロは ガ ラテ ヤ人 に こう書 き

送 った 。

ガ ラテ ヤの 聖 徒 た ち は少数 派 で ， ま わ りは ほ と ん どが 異 教

徒 か ， キ リス トへ の 信 仰 を公 言 しなが らユ ダ ヤ教 の律 法 に 固

執 して い るた め に ジ ュデ イ ザ ー と呼 ば れ た 少人 数 の ユ ダ ヤ人

の キ リス ト教 徒 で 占め られ て い た 。 パ ウ ロが キ リス ・トに よ り

律 法 はす で に成 就 され た と教 え た に もか か わ らず， そ れ らの

にせ ク リス チ ャンの 及 ぼ す圧 力 で ， ガ ラ テヤ人 は 「モ ー セ の

律 法 」 に従 わ され て いた 。

ガ ラテ ヤ人 の背 教 を 聞 いた パ ウ ロ は手 紙 を書 い た 。 そ の 目

的 は， で き る もの な ら彼 らに， イ エ ス ・キ リス トの福 音 こそ

救 い に至 る唯 一 の道 で あ る と確 信 させ る ご とで あ った 』 パ ゥ

ロは， ま わ りを取 り囲 む 偽 りの 教 え に誘 わ れ た り堕 落 した り．

しな い よ うに， 彼 らを力 づ け よ う と した の で あ る６ 、

私 た ち は現 在 ， ガ ラテ ヤ の聖 徒 た ち と何 ら違 わ な い環 境 に

置 か れ て い る。 昔 彼 らが そ うで あ った よ うに ， 今私 た ちは イ

エ ス ・キ リス トの福 音 の教 え に従 う ことめ 大 切 さを み くび る

社 会 に住 ん で い る。 た とえ ば， サ タ ンは， どの 道 も天 国 に 通

じる とい う教 え を 多 くの人 に信 じ込 ませ ， また 私 た ちを も惑

わ そ う と して い る。私 た ち は， 神 は い な い と教 え られ ，ｒ 「わ

れ らは明 日死 ぬ か も知 れ な い か ら， 敢 んだ り食 っ却 り しで 楽

しめ， そ うす れ ば わ れ らは 幸福 で満 足 であ る 占 と言 わ れ て い・

る。また，ある人々はこのようにも言う。 「飲み食いをして
．楽

しめ，しかし同時に神をおそれよ。神は小さな罪を犯すこ

・とは許 したもう。それであるか ら少々偽を言い，人の言葉に

つけ込んで欺 き，隣人をおとし入れる穴を掘れ。これは少 し

も悪い事ではない。われらは明 日死ぬか も知れないか ら，す

べてとのようなことをしても差支えない。たとえ，われ らに

罪があると認め．られても，神はわずかにわれわれを鞭 うちた

もうだけであっで われらは 結局神の王国に救われる。」

（巫ニーファイ２８、三７， ８）

また私たちは 「心に誇 っている智恵者，・画 ・偽 りの教えを

説 く者，みだらな行いをしで主の正 しい道を曲げる者」たち

に圧力を加えられている。 （皿ニーファイ２８：ｉ５）

これらの悪い影響は実際に存在 し，多 くの人々をその勢力

下におさめている。

しばらく前のこと，末日聖徒の家庭に育ったひとりめ立派

な青年が，．勉学のために家を離れた。彼は国内有数の大学に」

入学 し，帰省 した折に， 自分に宗教その他環境を異にしたさ

まぎまな人々と交わり，あらゆる点で彼 らも自分 と同 じであ

るごとを発見 したと語 った。それで，彼 らが従わないこの教

会 め規律に，．自分が縛られる理由はないというのであった。

最近青年層の指導者が教えて くれたところによると，青年

たちは大学や職場で、教会の標準と相反ザる信条や態度を持
「
つグループと常時交流するようになったという。彼 らは教会

の活動に参加 しているが，それでもなお，絶えず彼 らを脅が

す妥協 という誘惑に対 して，もっと力をつける必要がある老

語 っている。 ・

このような，またその他数えきれないほどの信仰を覆えそ

うとする状況の中にあって，．私たちはしばしば警告の声を受

ける必要があり，いつ も圧力に対する防備を固めていな くて

はならない。

私たちはパウロがガラテヤ人に与えようとした確信す慈わ

ち天に至 る道は多 くない，ただひとつであるという確信を持 、

づ必要がある。イエスは繰 り返 し繰 り返 し聞 く者たちφ心に

この真理を刻みつけようとされた。山上の垂訓の中で主は言

４８１

」





われ た 。

「狭 い門 か らは いれ 。 滅 び に い た る門 は大 き く， そ の道 は

広 い。 そ して， そ こか らは い って 行 く者 が 多 い 。」 そ して こ

う続 け られ た。 「命 に い た る門 は狭 く， その 道 は細 い 。 そ し

て， そ れ を見 いだ す 者 が 少 な い 。」 （マ タ イ ７ ：１３， １４）

イ エ ス は復 活 後 ア メ リ カ大 陸 を訪 れた と き， これ と 同 じ教

え を 同 じ言 葉 で ニ ー フ ァイ人 に教 え られ た 。 （皿ニ ー フ ァイ

１４：１３， １４） ま た この最 後 の神 権 時 代 に， 主 は 同 じよ う な言

葉 で この 教 え を繰 り返 さ れ た。 （教 義 と聖 約 １３２：２１－ ２５）

これ らの 聖 句 の教 え は， り一 ハ イ の見 た生 命 の木 の夢 の予

言 を 思 い出 させ る。 あな た が た は ， リーハ イ が夢 の 中 で 「川

の 岸 に沿 って ず っと延 び ， 私 の立 って い るそ ば の （生 命 の ）

木 の所 まで きて いた 一 本 の鉄 の棒 」 を 見 た こ とを 思 い 起 こさ

れ るで あ ろ う。 （１ニ ー フ ァ イ ８ ：１９参 照 ） 棒 に しっか り と ｒ

つ か ま り続 けた 人 は救 わ れ ， 神 の 言 葉 を 表 わ す そ の棒 に つ か ・

ま って行 こ う と しな か った人 は， 「暗 黒 の 霧 」 に迷 って 見 え

な くな って しま った。

狭 い 門 に 入 るた め の鍵 は主 イ エ ス ・キ リス トを信 じる信 仰

で あ る。 つ か ま な くて は な らな い 「鉄 の棒 」 は， 神 の言 葉 で

あ り， 福 音 の教 え で あ る。 救 い主 御 自身 の教 え は も とよ り全

聖 典 が 言 わ ん と して い る と こ ろは， キ リス トの神 性 とキ リス

トを 信 じる信 仰 の重 要 さ とキ リス トの 戒 め を堅 く守 る こ との 、

重 要 性 で あ る。

主 は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に言 わ れ た 。 「… … も し汝 ら

この世 に於 てわ れ を受 け入 れ な ば， 汝 らわ れ を 知 りて最 高 の

栄 に進 む を得 ん ， す なわ ちわ が 在 る と こ ろ に汝 らもま た 在 ら

ん 。」 （教 義 と聖 約 １３２：２３）

主 を受 け入 れ る に は主 の戒 め に従 う ことが 要 求 され る。 こ

れ は厳 然 た る事 実 で あ って ， 私 た ちが 理 解 し従 わ な けれ ば な

らな い もの で あ る。．幸 い私 た ちに は そ の要 求 を満 たす 力 が 与

え られ て い るの で， 努 力 す る な らば そ の要 求 に応 え る こ とが

で きる。

１８３２年 ９月 に，、主 は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と ６人 の長 老

に言 わ れ た。

「わ れ 今 汝 らに一 つ の 誠 命 を与 え て 汝 ら 自 らを警 め しむ。

す な わ ち汝 ら永遠 の生 命 な る言 に勉 めて 心 を留 め よ。 そ は，

汝 ら神 の 口 よ り出 る す べ て の言 に よ りて生 くべ けれ ばな り。

主 の言 は真 理 に して ， お よ そ真 理 な る もの はす べ て 光 な り。

お よそ光 な る もの は すべ て 『みた ま」 に して， す なわ ち イエ

ス ・キ リス トの 『み た ま 」 な り。 『み た ま 』 は世 に来 る あ ら

ゆ る人 々 に光 を 与 え ， ま た ｒみ た ま」・は そ の声 を聴 く全 世 界

の あ らゆ る人 々 を照 す な り。 この 『み た ま』 の声 を聴 くす べ

て の 人 は神 に来 る。 す なわ ち， 御 父 の許 に来 るな り 。』 （教

義 と聖 約 ８４：４３－４７）

イ エ ス は トマ ス に言 わ れ た。 「わた しは道 で あ り，真 理 で

あ り， 命 で あ る。 だ れ で もわ た しに よ らな いで は， 父 の み も

とに行 く こと は で き な い 。」 （ヨハ ネ１４：６） 道 はた だ ひ とつ

で あ る。

ペ テ ロ と ヨハ ネは 「美 しの 門」 と呼 ば れ た神 殿 の門 の と こ

ろで， 足 の き か な い男 を癒 した。 これ は古 代 の キ リス ト教 会

にお い て 使 徒 た ちに よ る初 め て の奇 跡 で あ った。 後 に ペ テ ロ

と ヨハ ネが ユ ダ ヤの 評 議 会 で 裁 判 官 た ち の前 に立 た さ地 ， 行

な った 奇 跡 につ い て 尋 聞 され た と き， 先任 の 使徒 ペ テ ロは イ

エ ス の教 え られ た真 理 を宣 言 した 。 「あな た が た は ， い った

い， なん の権 威 ， ま た， だ れ の名 に よ って ， この こ とを した

のか 」 とい う質 問 に答 えて ， 「ペ テ ロが 聖 霊 に満 た され て言

った， 『民 の役 人 た ち， な らび に長 老 た ちよ ， わ た した ちが ，．

き ょ う， 取 調 べ を受 け て い るの は， 病 人 に対 して した 良 い わ

ざ に つ い て で あ り， この人 が ど う して い や され た か につ い、て

で あ るな ら， あ な たが た ご一 同 も， また イ ス ラエ ル の 人 々全

体 も， 知 って い て も らい た い。 この人 が 元 気 に な って み ん な

の前 に立 って い る の は， ひ とえ に， あな た が たが 十 字 架 に つ

け て殺 した の を， 神 が 死 人 の中 か らよみ が え らせ た ナ ザ レ人

イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ る ので あ る。 この イ エ ス こ そ

は 「あ な たが た 家 造 り らに捨 て られ た が ， 隅 の か しら石 とな

った 石 」 な の で あ る。 この人 に よ る以 外 に救 い は ない 。 わ た

した ちを 救 い う る名 は， これ を 別 に して は， 天 下 のだ れ に も

与 え られ て い な い か らで あ る。』」 （使 徒 ４ こ７－ １２）

４８３
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十 二 使 徒 評 議 会 会 員

トーマス ・Ｓ ・モ ンソ ン 自由意志の３つの面
私は自由意志の持つ ３つの面についてお話 したい。それは

選択の権利 と選択の責任と選択の結果である。知恵と愛に満
』ち た天父が私たち

に自由意志を授けられたことを，私はいか

に感謝 していることか。かの初めに，天父はアダムに自由に

食べてよい園の木を教えたあと， １本の木を指 してその実は

食べてはならないとされた。そしてこう言われた。 「……然

はあれども，食うと食わざるとは汝に任す，そは汝に与えら

れたればなり。……」 （モーセ３：１７）

私たちには選択の権利が与えられている。ウィリアム ・Ｃ

・グレッグはそれを詩に表現 した。

「汝知 らずや，入みな自由なるを

人生を選び，己が行 く末を選ぶ

とわなる真理与えられたれば

神，人を天に強いたまわ じ

知恵 と愛 と光 もて

説き，勧め，正 しく導き，恵みた もう

はか り知れざる善 とやさしさ

しかれども人に強いたまわ じ

（英文讃美歌９０番）

私 た ち は選 択 の責 任 を持 って い る。 私 た ち は中 立 で はい ら

れ な い。 中 間的 な立 場 は存 在 しな い ので あ る。 主 は それ を 知

っ て お られ ， ル シ フ ェ ル もそれ を 知 って い る。 人 の 心 に は大

き な葛 藤 が あ る。 一 方 で は， ル シ フ ェル が 自分 の 道 路 標 識 を

美 し く塗 り立 て て い る。 あ な た は それ を見 た こ とが あ るだ ろ

うか 。 気 の き いた 心 を そ そ られ る標 識 で あ る。 うた い 文 句 は

この よ うで あ る。 「飲 み 食 い して 楽 しめ， わ れ らは あす 死 ぬ

か も しれ な い」，「み ん な のや って い る ことだ 」，「た った 一 度

だ けだ ， ど うと い う こと はな いだ ろ う」。

も う一 方 で， 主 は私 た ちを 導 く標 識 を用 意 して お られ る。

そ こに は 「人 は 自分 の ま いた もの を ， 刈 り取 る こ とに な る」

（ガ ラテ ヤ ６ ：７） と書 いて あ る。

「そ もそ も創 世 の以 前 よ り天 に於 て 定 め られ た る一 つ の 変

らざ る律 法 あ りて， あ らゆ る祝 福 は これ に基 くな り。 す な わ

ち， わ れ ら何 にて も神 よ り祝 福 を 受 くる時 は， こ の 祝 福 の

基 く律 法 に従 うに よ りて 然 る な り。」 （教 義 と聖 約 １３０：２０，

２１）

４９２

私たちはこのふたつの道のいずれかに従 う。すなわち，選

択の責任が与えられているのである。

英知を授け られた人々は，危険を予知する数々の安全装置

を発明 した。私が合衆国海軍に入隊 した頃は，水中電波探知

機が開発されたばかりであった。経験者は御存知 と思 うが，

この探知幾は船舶その他の障書物を発見するための装置で，

音波を受信する。操作員は反復 される信号を聞き慣れていて

正常でない信号が入ると危険が近づいていることを知 り，そ

れを伝達 して航路を変える。

人間が惨事を避けるための探知機を発明できるならば，主

が大切な子 らの中に，子らが道をはずれて遠まわりをするの

を避けるための同 じような警告装置を置かれることはもっと

もなことではないだろうか。私たちがそのような案内灯を持

っていることを，きょう証申 し上げたい。それは使いさえす

ればいい簡単なものである。私が言 うのは静かな細い声，す

なわち聖霊のことである。

「しか し，助け主，すなわち，父がわたしの名によってつ

かわされる聖霊は，あなたがたにすべてのことを教え，また

わた しが話 しておいたことを，ことごとく思い起させるであ

ろう。」（ヨハネ１４：２６）

選択の権利および責任に加えて，その結果をも考慮 しなく

てはならない。

私は１８歳の誕生日を間近に したある日のことを思い出す。

皆がひどく恐れていた。第二次世界大戦中で，青年は皆選択

しな くてはな らない．ことを承知 していた。選択の自由はわず

か しかなかった。陸軍 に入るか海軍に入るかのどちらかだっ

た。私は海軍に応募 した。

徴募事務所には４４人の青年が並んだ。上等兵曹長たちがや

ってきて，選択の結果を聞いたときのことを私はよく覚えて

いる。彼 らはこのように言った。 「では，君たちは大切な選

択を しな くてはな らない。ひとつは，賢明にｉＥ規の海軍入隊

の選択をすることである。 ４年間入隊 し，高度の教育を受け

る。海軍が身柄を請け負うのでいろいろな機会がある。これ

に入 りた くない人は海軍予備隊に編入される。予備隊に対 し

て軍は，現段階ではあまり関心を抱いていない。従って教育

は何も受けず，海上勤務につ く。将来 どうなるかはだれ も知

らない。」

それか ら点線のひいてある上にサインをするように言われ



た。私は父を振 り返 り， 「どうした ら良いだ ろ う」と聞 い

た。

父は思いが胸に こみあげてきて，声をつま らせ なが ら，

「わたしは海軍ρ ことは何 も知 らない」と言 った。その日そ

の場にいた父ｉ親姑だれもが同 じ思いだった。

４４名のうちの４２名が ４年間の正規軍を志願 した。４３番目の

人は身体検査ではね られ，予備軍に登録された。

それか ら私の番が来た。正直に申し上げると，私はなすす

べを知 らず，ただ天父に祈 りを捧げた。主はそれに答えられ

た。まるで声を聞 くようにはっきりとひとつの考えが心に浮

かんだのである。 「上等兵曹長はどちらを選んだか聞きなさ

い。」

私 は経験豊富な上等兵曹長にひとりずつ尋ねた。 「あなた

は正規軍 と予備軍のどちらを選びましたか。」

彼 らは皆予備軍を選んでいた。

私は振 り返って言った。 「皆さんの経験と知恵を信頼 して

同じ軍に入 りたいです。」

私は予備軍を選んだ。そのために戦争が続いたあとの６カ

月間私はただ登録されたままだった。戦争は終結 し，それか

ら１年以内に私は名誉ある除隊を した。学業を続けることが

でき，教会で多 くの責任 に携わる特権を得た。 もしあの瞬間

に，ある人にとってはささいな決定に思えたかもしれないこ

とについて，天父の導きと教えを求めていなか ったとしたら

私の人生がどう変わっていたかをだれが知ろう。

賢い選択を教えられたある宣教師の話を御紹介 したい。彼

は伝道に出たばかりで， カナダのオンタリオ郡オシャワ市で

ベテランの宣教師と組んで働 くように言われた。彼 らはポラ

ー ドという家を訪れた。 ノックをするとポラー ド氏 は彼 らを

招き入れ，紹介 して下 さいと言い出した。宣教師の話を聞き

終わり，共に祈 ったあとで，悪霊が来たらしく，彼 は長老た

ちを叱りつけ，出て行け，二度と来るなと言った。彼は ドア

を指 さしながらとう言った。 「どうせ君らはジョセフ ・ス ミ

スが神の予言者だなどと，心底信 じているわけじゃないだろ

う。」 ドアはばたんと閉められた。 ふたりの宣教師はがっか

りして立ち去った。

若い方の宣教師が先輩の宣教師に向かって言 った。 「私た

ちはポラー ド氏 の質問に答えませんで したね。」

先輩宣教師は引き返すことの無駄を説いて聞かせた。 しか

し若い長老は言った。 「もう一度行 きましょう。そうしなく

て は気 が す み ませ ん 。」

彼 らは ポ ラー ド家 に 引 き返 し， ドア を ノ ッ ク した。 ポ ラー

ド氏 が ドアを あ けて ， 「君 た ちに は帰 れ と言 った はず だが 」

と言 っ た。

次 の決 断 に は， そ の青 年 の全 精 神 力 と持 て る限 りの 勇 気 が

必 要 と され た。 先 輩 宣 教 師 が 彼 を あ ま り助 け て くれ なか っ た

か らで あ る。 私 は ポ ラー ド氏 自身 か らそ の と き の説 明 を 聞 い

．た
。 彼 は こＱ よ うに語 った 。 「あの 宣 教 師 は私 の 目を 見 つ め

ま した。 一 瞬 た め らい ま したが こ う言 い ま した 。 「ポ ラ ー ド

さ ん， 私 た ちが お宅 を 去 る と き に， あな た は 私 た ちが ジ ョセ

フ ・ス ミスを 神 の予 言 者 だ と本 当に 信 じて はい な い の だ とお

っ しゃい ま した 。 ポ ラ ー ドさん， 知 って い た だ き た い と思 い

ま す 。私 は ジ ョセ フ ・ス ミスが 神 の予 言 者 で， この御 業 が 真

実 で あ る こ とを知 って い ます 。』」

こ う言 い残 して， 宣 教 師 た ち は家 を 出 た 。 あ とで ポ ラ ー ド

氏 が私 に話 した と ころ に よ る と， そ の あ とず っ と夜 に な って

か ら も， 「私 は ジ ョセ ブ ・ス ミスが 神 の予 言 者 で あ る ことを

知 って い ます 。知 ６て い ま す 。知 って い ます 。知 って い ま す」

と， そ の言 葉 が 耳 に こび りつ い て離 れ なか っ た と い う。

翌 朝 ，彼 は宣 教 師 に ま た来 て ほ しい と い う電 話 を した。 彼

らは ポ ラ ー ド家 を訪 れ ，福 音 を教 え た。 ポ ラー ド夫 人 に 福 音

を教 え， 子 供 た ち に も福 音 を教 えた 。 そ して 家族 全 員 が教 会

員 に な っ た。 数 年 前 の 地 方 部 大 会 に あ な た も出席 で きて ， ポ

ラー ド氏 が， 若 い宣 教 師 が 戻 って 証 す る とい う選 択 を した こ

とに つ い て天 父 に感 謝 した 言 葉 を 聞 い て い た な らば， 兄 弟姉

妹 た ち， 皆様 は選 択 の場 に 立 た され る と き に は 「選 べ ， 正 義

を 」 と心 に固 く決 意 され た こ とで あ ろ う。

神 の祝 福 を 受 け るに は間違 い を 少 しも犯 して は な らな い と

考 え る必 要 は ない 。私 た ちが 主 の み も とに近 づ くな らば， 主

は私 た ち を今 の状 態 か ら， さ らに高 い状 態 へ と引 き上 げ られ

る。主 は私 た ち を霊 的 に高 め， 私 た ち を信 頼 して 強 く して 下

さ るの で あ る。

私 は証 した い 。私 た ちが 正義 を選 ぶ と き， 選 択 の結 果 は心

に 喜 び と幸 せ を もた らす 。 主 が こ う言 って お られ るか らで あ

る。

「… … 主 な るわ れ は わ れ を畏 るる者 に恩 恵 と憐 み と を 与

え， 終 りま で義 し く且 つ真 実 に わ れ に仕 うる者 に誉 を 与 う る

を喜 ぶ者 な り。」 （教 義 と聖 約 ７６：５）

４９３
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サ ン ・ リンは 自分 の身 の まわ りの もの を ま とめ な が ら， こ

ざ か しげ に独 り こち た。 「わ しは も う親 父 よ り も背 が 高 い。

家 を 出 て， 出世 して 帰 って こ よ う 。」

彼 は母 親 が焼 い た菓 子 を少 しナ プ キ ンに包 み ， ず だ 袋 を 大

事 そ うに 背 負 った。 そ して父 親 に深 々 と頭 を下 げ ， 母 親 に別

れ の あ い さつ を し， 弟妹 の肩 に手 を置 いて 言 っ た。 「わ しが

戻 って 来 る まで に ， も っ と大 き くな って い る んだ ぞ 。」

サ ン ・リンの 家 の あ る小 さな村 か ら， ま る一 日歩 くと海 だ

っ た。 海 に向 か って ひ た す ら歩 きな が ら， 彼 は考 え た。 海 の

近 くに住 んで 海 で 働 こ う， そ して海 と友 だ ちに な ろ う。 彼 は

自分 の住 ん で い た村 を振 り向 こ う と も しな か った。 「わ しは

も う子 供 じゃ な い。 前 進 あ るの み だ 。」

ひ と りの漁 師 が ， 腕 前 を証 明 して 見 せ て くれ るま で給 金 は

払 え な いが ， うちで 働 いて み るか い， とサ ン ・リンに 口 を か

け て き た。

「き ょ う も， あ した も， い や これ か らず っ と， ど っ さ り魚

を と って ご らん に入 れ ま し ょう 。」 サ ン ・リン は 自分 の 熱意

に 海 も報 い て くれ るだ ろ う と確 信 して 言 っ た。

「結 構 だ ね
。 わ しは一 昼 夜 沖 合 に 出 て漁 をす るか ら， お前

さん は沿 岸 で漁 を して くれ 。 網 は舟 の 中 だ 。」 漁 師 は そ う言

い置 い て 出 か け て行 った 。

サ ン ・リンは ほ くほ く しなが ら， 漁 師 の 後 姿 に頭 を 下 げ た 。

と こ ろが その 夜 ， 少 しの漁 を あ げ て 眠 って い ると， 夜 中 に大

風 が 吹 いて ， 舟 が 流 され て しま った 。注 意 して しば っ て おか

なか った ので ， と も綱 が ゆ るん で しま った の だ っ た。

翌 日， 彼 は海 に向 か って 石 を投 げ な が ら 不 平 を 言 った。

「風 が 吹 いた の は
， わ しの せ い じゃ な い 。」

それ を 聞 い て 漁 師 は 腹 を 立 て た 。 サ ン ・リ ンは た め息 混 り

に言 った 。 「海 が わ しの友 だ ち と言 え るほ どに は漁 は な か っ

たが ， あ した は ど っ さ り と って み せ ま す よ 。」

「海 は友 だ ち な んぞ い らな い とよ
。 だ が わ しに は あ の舟 が

い る んだ 。」 漁 師 は， そ う言 っ て彼 を あ ざ け った 。

サ ン ・リン は漁 師 の言 葉 を 聞 き流 し，黙 って頭 を下 げ た。

「わ しの腕 を 発 揮 で き る と こ ろが
， ど こか ほ か に あ る はず

だ 。」 そ う考 えな が ら彼 は ず だ袋 を背 負 い， 新 しい道 を歩 き

始 め た。 しば ら く 歩 くと， 父親 の農 場 を 思 い 出 させ る よ う

な， 畑 の か た わ らへ 出 た 。

「アハ ハ ， これ な ら， 友 だ ち もへ った くれ もな い わ い 。」

サ ン ・リンは 思 った 。彼 は お 百姓 に言 っ た。 「わ しは親 父 よ

り背 が 高 くな るま で ，親 父 と一緒 に働 い て い ま した 。」

「う ちで 働 い て み な さい。 ど の位 仕 事 が で き るか み せ て も

らお う。」

サ ン ・リン はず だ 袋 を 木 の下 に お ろ し， お百 姓 か ら １ち ょ

うの鍬 を 受 け取 った 。彼 は鍬 を振 り上 げ なが ら， わ ざ と お百

姓 に 聞 こえ るよ うに言 った。 「明 る い う ち に， 草 を 全 部 と っ

て しま うか あ 。」

お 百 姓 とサ ン ・リンは しば ら くの問 よ く働 いた 。 それ か ら

４９５



「お若いの，

これはお前さんの手には負えないよ。

わしが作るのを見るんだな。それで，

お前さんがガラス工芸の極意を習いたいと思うのなら，

契約しよう。わたしは公平で正直な人間だ。」
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お百 姓 は 自分 の若 い息 子 を一 緒 に働 か せ よ う と して 呼 び に行

った 。 そ して 戻 って来 て み る と， サ ン ・リンは木 の下 で 休 ん

で い た 。

「ど う して途 中 で止 め るん だ ね
。 まだ 明 る い し， 草 はい っ

ぱ い 残 って い る じゃな い か 。」 お百 姓 は小言 を言 った 。

「ち ょ
っ と一休 み で す 。」 サ ン ・リ ンは言 らた 。

鍬 を取 り， ま た 仕事 にか か りなが らお百 姓 は言 った 。 「お

前 は親 父 と働 い て い た とき怠 け て い た な， まだ 一 日 とた っ と

らん が， わ しに は わか る。」

サ ン ・リンは笑 い な が ら弁 解 した 。 「親 父 は， わ しが 怠 け

て い る とは言 い ま せ ん で した よ。 勉 強 して い る と言 って い ま

した っけ 。」

お百 姓 は夕 陽 を なが め なが ら言 った 。 「勉 強 に給 金 は 払 え

ん。 親 父 さ ん の と ころへ 帰 って ， 勉 強 を 終 わ らせ て か ら来 る

ん だ な 。」 そ して お 百 姓 は， か たわ らで働 い て い た 自分 の息

子 に熱 心 に教 え始 めた 。

生 まれ 育 っ た村 か らます ます遠 く離 れ て ， サ ン ・ リンは人

家 の明 か りの ない と こ ろま で 来 て しま って い た。 ず だ袋 を枕

が わ りに ， 地 面 に横 に な る と，彼 は あ お 向 け に空 を なが め な

が ら， こ う独 りこ ちた 。 「と にか く成 功 を 目指 して進 も う。

な あ に，勉 強 の 期 間 な ん て ， そ う長 くは な い さ。」 そ して，

彼 は眠 り に落 ちた 。

夜 明 け 頃 だ った 。 ひ と りの ガ ラス 吹 き の職 人 が 道 を通 りか

か った 。彼 は 自分 の 小 さな店 へ行 く途 中 だ っ たが ， 若 い サ ン

・リンが 道 端 で 眠 って い る の を見 て， 不 思 議 に思 って 立 ち止

ま った 。 サ ン ・リンは枕 も とに人 の気 配 を感 じて 目 を さ ま し

た 。 「正真 正銘 ， わ しは一 生 懸 命 働 き ます よ 。コ 彼 は熱 心 に

頼 ん だ 。

店 に 着 くと， ガ ラス吹 き職 人 は， サ ン ・リン に精 巧 な 杯 を

取 り出 して ，注 意 深 く回 して みせ た。 太 陽 の光 が その ガ ラ ス

の 中 で楽 しそ うに踊 って いた 。

「お若 い の
， これ は お前 さ ん の手 に は負 えな い よ。 わ しが

作 る の を見 る んだ な。 そ れ で ， お 前 さん が ガ ラス工 芸 の極 意

を 習 い た い と思 うの な ら契 約 しよ う。 わ しは公 平 で 正直 な 人

間 だ 。」

何 度 も何 度 も， サ ン ・リ ンは熱 い ガ ラス にい どん だ 。 しか

し， サ ン ・リ ンの作 っ た もの に は太 陽 の光 は踊 らな か った 。

彼 は絶 望 して 目を伏 せ ， つぶ や い た。 「また だ めだ 。 ３ヵ月

も経 つ の に， ち っ と も腕 が あが らな い 。」

ガ ラス 吹 き の職 人 は， 彼 を 元 気 づ け る よ うに 言 った 。 「あ

す も う一 度 や って み よ う 。」

サ ン ・ リンは嘆 い た。 「わ しに も， あん た ほ どの腕 が あ れ

ば な あ 。」

「これ を 覚 え るに や年 期 が い っ たの さ
。 しん ぼ うす るん だ

な， お若 い の。 も っ と も っ と時 間 を か け て教 え て や るよ。 わ

しは公 平 な人 間 だか ら。」

あ る 日， サ ン ・リンの 手 か ら美 し く輝 く小 さな花 び ん が生
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ま れ た。 ガ ラス吹 きの職 人 は明 か りの下 で それ を 静 か に 回 し

て み た。

「これ は売 物 に な るか も しれ な い 」 と彼 は言 った
。

そ れ か ら １週 間 とい う も の， サ ン ・リンは 店 に 出 入 りす る

客 を じっ と見 て い た 。 銅 貨 が ガ ラス 吹 き職 人 の前 か け の ポ ケ

ッ トに落 ち る音 を聞 き は したが ， だ れ ひ と りサ ン ・リンの作

った花 び ん に注 意 を 払 お う とは しな か った。 悲 嘆 に くれ て 彼

は こう考 えた 。 「わ しの作 品 に は， 人 が 欲 しが る ほ ど の美 し

さ は な い んだ 。』彼 は ガ ラス吹 き職 人 の も と に行 った 。

「わ しは長 い こ と養 って も らい ま した。 あん た は熱 心 に 教

えて くれ たが ， あ ん た に もわ しに も何 の得 もなか った 。」

老 人 は若 者 の腕 にや さ し く手 を置 い て言 った。 「労 働 と い

う もの は， 時 と して は そ れ 自体 が 報 酬 な のだ 。 わ しは報 酬 が

なか った と は決 して 思 って は い な い よ。 まだ まだ や る こ と は

い っぱ い あ る し， そ れ に， わ し らは嘆 き なが ら働 い て は い け

ない の だ 。」

しか しサ ン ・リンは働 く ことが で き なか った 。彼 は客 が 主

人 の作 った美 しい ガ ラス の器 を 買 い 求 め ， 自分 の作 品 が空 し

く置 か れ て い るの を じっ と見 て いた 。

あ る 日ガ ラス吹 き の職 人 はつ くづ くと言 った 。 「お前 さん

の父 親 は夜 明 け に起 き なか った か ね 。」

「知 りませ ん ね
。」 サ ン ・リン はそ っぽ を 向 きな が ら， い

らだ た し気 に答 えた 。

ガ ラス 吹 き職 人 は， しば ら く黙 って いた が ， さ とす よ うに

言 っ た。 「も しお 前 さん が 父 親 の や り方 を知 らな い の な ら，

家 へ 帰 って ， じっ くり と… … 。」

今 まで ， サ ン ・リン は主 人 に 口答 え を した こ とは な か っ た

が， 彼 は抗 議 の声 で 叫 んだ 。 「わ しは親 父 の仕 事 な ど した く

は あ りませ ん 。 親 父 はた だ の 百姓 で す よ。 」 彼 は意 味 もな く

腕 を た た きな が ら行 った り来 た り した。

「わ しはた だ
， お前 さん に親 父 さ ん の成 功 の秘 訣 を会 得 し

て も らい た い だ け な の だ 」 とガ ラス 吹 き職 人 は言 っ た。

サ ン ・リンは ガ ラス 吹 き職 人 の言 葉 を いぶ か し く思 い なが

らも心 に とめ て 目を伏 せ ， 一 礼 して別 れ を 告 げ た。 翌 日の昼

頃 ， サ ン ・リンは 自分 が生 ま れ育 っ た村 へ と歩 いて いた 。

「親 父 は親 父 だ
。 わ しは親 父 の や り方 な ど知 らない 。 親 父 の

習 慣 な ど気 に も して い な か った。 親 父 はわ しが 起 きた と きに

は も う畑 へ行 って い た し， 眠 る と き に な って もまだ 帰 って 来

な か った 。」

さま ざ ま な考 えが 彼 の足 を早 め， 眠 けを さ ま させ た 。、そ し

て彼 は歩 きなが ら， 幾 度 と な くつ ぶ や いた 。

翌 日の夕 暮 れ ， サ ン ・リン は， なつ か しい畑 に近 づ い て い

た 。「こ の あぜ 道 は前 に歩 い た こ とが あ る 。」前 方 を 見 る と，

父親 が 腰 を かが め， 苗 を 大 切 に取 り扱 って い る姿 が ， お ぼ ろ

気 に見 え た。

．三 度 目 の植 付 むを 終 えた 印 が ， きれ い に仕 上 げ られ た畝 の

端 に ひ るが え って い た 。 サ ≧ ・ワンは ，地 平 線 が静 か に夜 の

と ば りに暮 れ て ， 父 親 が 疲 れ た足 を 引 きず って 夕食 に家 へ戻

る のを ず っ とな が め て い た 。

「姿 を 見 せ るの は ， 少 し休 ん で か らに しよ う。」 サ ン ・リ

ン はそ うつ ぶ や きな が ら， ず だ袋 を 小 さい 頃 か ら慣 れ親 しん

だ 木 の下 に置 い て眠 った 。

夜 明 け前 に， 鶏 が とき を つ くるの を や め た。 サ ン ・リ ンは

一調 子 の よ い歌 声 と， 鍬 の さ くさ くとい う リズ ミカル な音 で 目

を 覚 ま した 。身 を起 こす と， もう父 親 は最 初 の 畝 の 半 分 ほ ど

も仕 上 げ て お り， か た わ らに は， 雑 草 の小 さ な 山が で きて い

た。 朝 露 が まだ 野 菜 につ いて いて ， そ の 美 しい き らめ きが ，

サ ン ・ リンの心 に しみ た。

父 親 の満 足 気 な歌 に は， 喜 びす らこ もって い た 。 サ ン ・リ

ン はそ の 歌 詞 を 思 い 出 し， 見 つ か らな い よ うに木 蔭 か ら見 守

りなが ら，・父 親 に合 わ せ て 小 声 で歌 った 。

早 朝 の陽 の光 は， しば し立 ち止 ま って きれ い に仕 上 が った

畝 を数 え なが ら， 満 足 気 に ほ ほえ む 父 親 の顔 を 明 る く照 ら し

て い た。 サ ン ・リン は身 を 隠 しな が ら， 何 度 も 自分 に言 い 聞

か せ た 。 「まだ 会 い に 行 くの は よ そ う， も う少 した って か ら

に しよ う 。」

や が て 陽 は高 くな り， 父 親 は 木蔭 に や って来 て ひ しゃ くか

ら水 を 飲 み ， さ さや か な昼 食 を と った。

短 い 休 息 を と って か ら， 父親 は再 び鍬 を とっ て 働 き 始 め

た 。 そ して ， ひ とつ畝 を仕 上 げ る ごと に， 先 に色 紙 を 無 雑 作

につ けた 棒 を 注 意 深 く立 て た 。 父親 は体 を ゆ る や か に動 か し

て リズ ムを と りな が ら，黙 ４ と着 実 に仕 事 を進 めて い った 。

サ ン ・リンは 父親 の働 きぶ りを木 蔭か ら じっ と見 守 って い

た 。 そ こは 子供 の 頃， 仕 事 を怠 け て隠 れ た と こ ろだ った 。 彼

は ， 胸 に 忍 び寄 る， ど う しよ う もな い恥 ず か しさか ら逃 れ る

こ とが で きな くな って い た。 「わ しは ただ ぼ ん や りと大 人 に

な って しま った ん だ 。」 彼 は嘆 いた 。 彼 は， 小 さな 舟 の 手 入

れ を して い る漁 師 ， 若 い息 子 に教 えて い る お 百姓 の姿 に思 い

を はせ た。 そ して 彼 は， 熱 い ガ ラ スを 吹 いて 器 を作 って い る

あ の忍 耐 強 い ガ ラス吹 き職 人 の こ とを 考 え た 。 サ ン ・リ ン

は， 父 親 が 何 年 も丹 誠 こ め て作 り あげ た 畑 の 美 しさを 見 るに

耐 え られ な くな って ，両 手 で 顔 を覆 った 。

間 もな く彼 は， 父 親 が そ の 日の仕 事 を 終 え よ う と して い る

のに 気 づ い た 。 サ ン ・リン は木 蔭 を 離 れ ， だ れ に も見 られ て

い な いの を 確 か め て ， も と来 た 道 を ひ き返 した。

「あす の 夕 方
， ま だ 明 るい う ちに， あ の ガ ラス 吹 き職 人 の

店 に着 くだ ろ う。」 そ う思 い なが ら， サ ン ・リ ンは大 股 で歩

い て い た 。

バ ーセル姉妹は，主婦 であ り７人 の子供の母親 である。

アイオ ワ州 セダーラピヅ ドステ ーキ部， セダーラピ ッドワ

ー ド部 に属 してい る。
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１、

豊：か な知識 を身 につ け るには

ブ ジ ェ ー ン ・ ク リス チ ャ ン セ ン

絵 ： マ ー ビ ン ・フ リー ドマ ン

軍 隊 に 入 って ３ 日 しか た って い な い の に， 私 は も う ホ ー ム

シ ックに か か って い ま した。

∵最 新 版 の 小 さ い オ リ ーブ色 の モ ル モ ン経 を読 んで いた そ ん

な私 に， や さ しそ うな顔 つ きの仲 間 の兵 士 が声 をか け て くれ

た と きの 喜 び を 想像 して み て下 さい。

「や あ
， 君 は モル モ ンか い ？」

「そ うだ よ
。 君 も ？」

「い や
， ちが う んだ 。 た だ ず っ と前 か らモル モ ンの人 と話

した い と思 っ て いた ん だ 。 話 して もい い か い ？」

そ の言 葉 に 私 の 胸 は躍 りま した 。私 は つ い最 近 改 宗 した ば

か りの新 会員 で， 福 音 を分 か ち与 え る機 会 を 待 ち こが れ て い

た の です 。

「何 を知 りた い の ？」

数 分 して か ら， 私 は教 会 の こと に つ いて 話 さ な けれ ば良 か

った と思 い ま しナζ。 この人 は コ ロン ビ ア大 学 で 哲 学 の 修 士 号

を 取 った 入 だ った の で す 。 で す か ら と うて いか な い っ こあ り

ませ ん 。 彼 は 知識 の な い私 を徐 々 に攻 め始 め ま した。

「君 の信 じて い る神 が 実 在 す るとい う証拠 が あ るの か い ？
」

「いや …… で も… … 」

「神 が 本 当 に慈 愛 深 くて 全 入 類 に関 心 が あ るの な ら
， ど う

して戦 争 や飢 え の た め に苦 しま な き ゃな らな い ん だ い ？」

「い や … … それ は … …つ ま り…… 」

私 の答 え は ， ま わ りを遠 巻 き に して い る同 じ兵 舎 の 仲 間 た

ちの 笑 い 声 に か き消 され て しま い ま した。 お そ ぢ く私 の答 え ‘

が 不 十 分 だ った の で し ょ う。３０分 ほ ど して ， す っか り笑 い も

の に され て何 が何 だか わか らな くな った 私 は， 二 度 と こん な

目に は遭 うま い とい う悲 痛 な決 心 の もと に， 傷 を い や しに ベ

ッ ドに戻 りま した 。

程 度 の差 こそ あ れ， ま た軍 隊 の 中 で は な い に して も， 教 室

や友 だ ち のい る志 こ ろで 同 じよ うな経 験 を して い る末 日聖 徒

の若 者 が 多 くい る こ とで しょ う。

今 日， 私 た ちは 自分 の信 仰 を全 力 を尽 く して支 え守 って い

ます 。 しか し私 た ち教 会 員 が 高 く掲 げ て い るあ らゆ る理 想 は

疑 い の心 を 持 つ 人 々に 巧 み に攻 撃 され て い ま す。 教 会 の根 本

原 則 を， 家 族 の一 致 を ， 私 た ちの生 き方 を， そ して一 般 的 に

宗 教 と い う ものを 彼 らは批 判 して い ま す 。・新 しい道 徳 が 叫 ば

れ， 騒 々 しい マ ス コ ミや 政 治 運 動 が は ん らん し， 自分 の考 え

を言 葉 巧 み に押 しつ け る教 師 の はび こ る現 代 ほ ど， 誤 った理
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論を見きわめる力が強 く要求される時代ばありません。

クラスの討論会や個人的な会話の中で，あなたの生 き方や

あなたが正 しいと考える言動にまっこうか ら反対された場合

あなたはあ くまでも自分の考えを押 し通すことが で き ま す

か。最近，マ リオン ・Ｄ ・ハンクス長老はこのように言われ

ました。 「神 は，私たちが世界中で最 も知的なす ぐれた思想

家と肩を並べ， しかも自分自身の老えを維持できるように望

んでおられる」と。

とてもできそうにないことのようですが，考えるほどむず

か しいことではありません。

自分と真実を混同 しないこと

本や雑誌にある絵の中にさらに他の絵がか くされているよ

うな絵が出ているのを見たことがありませんか。いったんか

くれている絵を見つけると，それは前からそこにあったよう

に （もちろんそうなのですが）はっきりと見えます。でもは

じめからそうはっきり見えるわけではありません。

真理についても同じことが言えます。 しばしばそれは巧み

な装いをしているので，私たちはその核心に触れるために外

面をおおっているものを取 り除かなくてはなりません。その

外皮を取 り除 く方法は質問をすることです。何度も何度 も質

問することです。核心に触れるためだけでなく，はっきりと

断定 し，それを守るためには積極的な気持を持つことも必要

です。逆に相手に質問をすることによって，防御的になった

り言いなりになることか ら免れることができます。

かつて大学の心理学のクラスに出席 したとき，教授が 「神

の存在を信 じるのは非科学的である」と言 ったことで宗教に

関する問題が持ち上がりました。その結果， クラスの人々は

宗教などというものはごまか しであると結論づけました。

私はかっとなりましたが，軍隊での経験がまだありありと

私の脳裏に残 っていたので，あえて口出 しはしませ ん で し

た。すると後ろの方にいたある学生が，教授に質問をしまし

た。「宗教が良 くないと思われる確かな理由は何ですか。」教

授は，宗教戦争や異端者弾圧，教会の富 と多 くの国々の教会

員の貧困などありきたりの理由を並べました。 「○○教授の

お考えはよくわかりますが，現在 １，２００以上 ものキリス ト教

の宗派があることを考えますと，少な くともいくつかは価値

あるプログラムを持つ教会が存在するという可能性を認める

ことはできないで しょうか。」教授は，その可能性を認めざる

を得ませんでした。彼はそのように多 くの宗教があることに

対 しての思いつきの知識さえ持ちあわせていませんでし＃。

次の質問はさらにショッキングで した。 「○○教授，あな

たの宗教的背景はどうですか。どの程度の宗教教育を受け：ら

れたのですか。」 その答えは明 らかでした。教授はたい した

宗教教育を受けていませんでした。 「とすると，心理学と違



って宗教の分野は専門ではないわけですね。」 私を含めて何

人かの生徒が深いため息をつきました。教授はいやおうな し

に自分の専門分野ではないことを認め，自分の述べた意見は

個人的なものであったことを告白しました。話合いはたちま

ち心理学のことに戻 りました。

これで要点が明 らかになりま した。教授は自分が宗教の専

門家でないことを認識 しま した し，私たちもそれに気づきま

した。さらに教授は，私たちがそう気づいたことを知ったの

でした。私はうれ しさのあまり 「バンザイ」と叫びたい気持

で した。

これは， 自分の考えと一致 しない教師や教授にはすべて反

論すべきだといっているのではありません。正 しい知識を持

ち正直であるなら，意見が違っていても恐れないで下さい。

大切なことは，言葉巧みな意見に全 く動 じずにいることや

それ らをすべて知 ることはできなくて も，すべてに共通する

事柄を知るように努力できるということです。その教授は，

正 しい思考法に照 らして考えてみると，次の最 もありふれた

５つの誤ちに考えの基を置いていたのです。

１．誤った仮説

この教授は，あなた方が出会う他の大勢の人々と同様に，

史実，戦争，良 くない指導者，日曜日に教会に行 っていなが

ら不謹慎なビジネスマンなどと宗教は両立 しないというよう

な非論理的な推論をしてきたのです。

彼の知 る宗教にみな上記の事柄があてはまるという理由で

彼はすべての宗教が間違っていると考えたのです。

おそらくあなた方も同じような方法で論理づけをしたこと

があるで しょう。私たちは，しばしばこの方法をとっていま

す。

その考えは，もちろん教授自身の経験から得たものです。

その経験には何 らかの前提となる根拠があったとしても，前

提 と真理を混同するのは間違っています。ある正 しい根拠に

基づいているという理由で物事の真実を確信する人がよくい

ます。そのような人々は根拠というものが必ず しも真実では

ないことを理解 していないのです。

この種の論理づけは，政治運動の際にも人々の注目を集め

ます。また品物やアイデアの宣伝にも見られます。酒を飲む

のは違法ではない。マリファナも酒 と何 ら変わるところがな

い。それならマリファナは違法ではないという論理。あるい

はマリファナがタバコよりも悪いという理由は，どこにもな

い。ほとんどの人がタバコを吸っている。それならマリファ

ナを吸っても悪いわけはないという論理がそれです。

２ 不正確または不完全な情報

教授に，私たちは次のような質問をすることもできたで し

ょう。 「あなため入手した情報は正確ですか。確認できます

か。その情報は新 しいですか。状況が変わっている場合だっ

てあります。その情報は完全ですか。それは情報のほんの一

部ではありませんか。」

このような質問はどんな問題に関するどんな話合いの場で

も適用することができます。不正確で不完全な情報か ら， し

ばしば私たちは早合点するものです。

３．彼 （彼女）は専門家だろうか

かの教授は心理学においては専門家でしたが，宗教に関 し

てはどうだったで しょうか。専門家というのは，その分野で

特別な訓練を受け，特別な知識と経験を身につけた人のζと

です。その分野において正確でなければならずｒまた偏見は

捨てなければなりません。偏見を持つことは専門家として失

格です。新聞雑誌特有の 「ある一流の専門家はこう述べてい

る……」などという表現は避けるべきです。専門家になるに

は，周囲か らはっきりそう認められなければなりません。正

確さの要求される化学や核力学の分野では特にそうです。

しか し問題が宗教や道徳，趣味，愛など厳密さを欠 くもの

になると，証言は単なる意見と化 して しまいます。教会に権

威者が必要なのはそのためです。彼 らは私たちにとって最高

の霊的面での専門家です。歴史が示 しているように，彼 らな

しでは真理の探求は不可能ではないにしろ，さらに困難にな

ります。最 もすばらしいのは，私たちに影響を及ぼす彼 らの

動機に心か らの信頼を置けるということです。

４，伝統

デンマーク人の改宗者のジ ョンは，最近 シオンの地に来て

以来，２０年ぶ りで生まれ故郷に帰りま した。家族に福音につ

いて話そうと期待に胸をはずませていたにもかかわらず，ど
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き

ごへ行っても同様の答えが返って来ました。 「先祖代々の信

仰で充分ですよ。」これでは手も足 も出ません。

個人に限らず多 くのキリス ト教会が何百年も昔の解釈に従

って福音を広めています。他の教会の人々の中には，伝統を

福音の信条の基礎のように考えている入もいます。その良い

例は独身生活です。ある神学者たちはそのような生活に関連

する聖句を主張するわけで もな く，ただ単に伝統に従 ってい

ます。

私たちの教授も間接的にその伝統 というものに従って，宗

教はすべてとるに足 らないという意見を持 ったのです。

もちろん腕ず くでも守 り抜かなければならない昔か らの原

則もありますが，捨て去 らなければな らないものもあります。

伝統 というものはしばしば，人々が新 しい真実を退けるため』
かせ

に心 に は め て しまう 巨大 な枷 と な って しま い ます 。

５． す べ て か無 か

も し教 授 に， 私 た ち の老 え や話 の中 に絶 対 的 な 表 現 を 用 い

る こ とに つ いて 質 問 した ら， 彼 はす ぐさま こ う答 え た で し ょ

う。 「いつ も」， 「す べ て の」， 「決 して」， 「必 ず 」， 「明 ら

か に」 な どの言 葉 や， 「す べ て の セ ール ス マ ン」， 「す べ て の

人 々」， 「す べ て の指 導 者 」 そ して （忘 れて な らない ） 「す べ
　

て の宗 教 」 な どの 一 般 化 した 表現 は， 私 た ち を堅 苦 しい 自 己

防 御 的 な存 在 に させ て しま う と。 これ は 「す べ て か 無 か 」，

「善 か 悪 か 」 の 論 議 に対 して も同 じ こ とが 言 え ます
。

絶 対 的 な 真理 とい うの は福 音 の 中 に学 ぶ よ うに， 白か 黒 か

の 問 題 で す が ， そ れ は しば しば い ろい ろ な色 彩 を帯 び る こと

が あ りま す 。 「す べ て か無 か」 の意 見 は， 全 く妥 当で な い未

熟 な 単 一化 を許 して しま う結 果 に， しば しば陥 って しま い ま

す 。 ひ とつ の 問題 に 関 して 中道 は な い とい う見 方 を 受 け入 れ

る こ とは， 強 い て 白 か黒 かを 決 め させ られ る こ とで す 。

「す べ て か無 か」 とい う誤 った 議 論 も
， 政 治 家 に と って は

大 切 な 一論 法 で す。 あ な た方 の友 人 も， こ の方 法 を 用 い て い

ま す。 た い て い ど ん な物 に も， あ るい はだ れ に で も間違 った

レ ッテ ルが は られ て い る もの で す 。物 事 を程 度 に よ って考 え

られ る浜 う・に しま し ょ う。

で は， 要 約 して み ま し ょう。 だ れ が あ な た に何 を させ た い

のか ， ま た そ うす る こ と によ って あ るい は．従わ な い こ とに よ

って ど ん な結 果 が 生 じるの か ， これ らを尋 ね る こ とに よ って

あ なた は窮 地 に陥 るの を 免 れ ，信 仰 を守 る こ とが で き ます 。

今 述 べ た ５つ の 事柄 は， あ な たが 選 ん だ正 しい道 を守 り抜 か

せ て くれ るで し ょう。 い った ん そ れ らを す ば や く見 き わ め る

こ とを 覚 え る と，適 切 な 質 問 が 自然 に わ き あが り， 完 全 に相

手 の言 葉 を と どめ る こ とで し ょ う。

形勢を一変すること

ある大きな大学に通 っている最近改宗 したばか りのビキッ

５００

一は，ふたりのクラスメー トか ら自分の道徳観をけなされま

した。賢明な彼女はそれが信仰の一部であると説明するかわ

りに，巧みに次のように反論 しま した。 「あなたたちって，

まるで どんなモラルにもふれたくないような言い方をするの

ね。そうじゃない？」そのふたりのクラスメー トは，思いが

けない突然の返答にとまどい，つ じつまの合わないことをぶ

つぶつ言いました。さらに彼女は次のように言 ってふたりを

説き伏せま した。 「あなたたちはどんなモラルをも信 じてい

ないようだけど，私の知 っている人たちは私が最近知ったす

ば らしい原則の中に新 しい意義を見いだしているわ。そのす

ばらしい原則 というのはね……」

適切な質問は相手の質問をとどめ，形勢を一変 し，質問を

した人に深 く考え込ませるものです。ビッキーの返答 はまさ

にこの良い例です。

特に会話が福音の原則に及んだ場合の接 し方のテクニック

は， こう尋ねることです。 「本当に知 りたいと思 っているの

ですか， それとも単なる好奇心か らですか。」 どういうわけ

か，たいていこの質問によって，相手は真剣に福音のことを

考えるようになります。

何を言った らいいかわからなくなった場合は，常識を働か

せて下さい。知らないからといってがっか りする必要はあり

ません。それはまった く意味をなさない答えよりもましなこ

とが しばしばです。もしわからない場合は，信頼のおける人

に聞いて下さい。友人や両親や監督がわか らなくとも，天父

は御存知です。選択や決断をす るときに，天父の承認を得 る

ことを習慣 としてはどうで しょう。

また，良い会話や話合いのルールがい くつかあります。議

論を避けること。大声を出さないこと。これは大声を出す人

の方が不利になります。相手の意見に反対するのは，相手に

納得のいく反対意見が述べ られるときだけにすること。笑顔

を忘れないこと。 これは相手に良い感情を考えるためです。

機知に富むこと。話 してか ら考えるのではな く，話す前に考

えるように。自分の意見ばか りを主張 したり，反対に他人の

意見に譲歩 してばか りいるのは避けなさい。 自分の高慢な態

度に気づいた ら，す ぐに自分を戒めること。自分の意見がさ

えないか らといって，冗談ばか り飛ばして話合いの中心にな

ろうとするのはやめなさい。口の中でぶつぶつ言わず，はっ

きりと声に出 して言うこと。そして最後に，何度 もくり返 し

て質問することです。質問をされた場合は，質問をもって答

えることもできます。最 も大切なことは，できる限 り多 くの

書物を読むことです。そうしなければ，決 して豊かな知識を

身につけることはできません。
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ポヶットナ イフ

七 マ獅

わた しが少年 の ころ， お とうさんは小 さな町

で金 物屋 を していま した。やがてふた りの男 の

人 と した しくな り， お とうさんはその人た ちと

い っ しょに今 まで よ り大 きな店 を開 きま した。
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あ る日，わた しはポケ ッ トナイ フがひつ よ う

にな ったので店に行 ってナ イフのおいてあ るケ

ースを さが しま した。そ して 自分のす きなナイ

フを とって ポケ ッ トに しまいま した。わた しが

ナイ フのケースのそばに立 ってい る と， おとう

さんがや って きて何 を して い るのか とたずね ま

した。

わた しは，ナ イフがひつよ うだ ったので店の 、

ケースか らひ とつ とった ことを話 しま した。す

る とお とうさんはそのナイフはおとうさんの も・

のではない ことを， やさ しく説明 して くれ ま し

た。ナ イフはその ３分 の ２がい っしょに働 いて

い る人の もので した。 です か ら， お とうさんが

それ をわ た しに くれ ることも，わた しがか って

に とることもで きないのです。 おとうさんはわ

た しにそのナイフを もとの ところに返す ように ．

言 い ま した。

わた しは この とき， 正直 とい うことを学 びま

した。時間を とって，わた しに正 しい ことと悪

い ことの区別を教 えて くれたお とうさんに，心

か ら感謝 しています。 お とうさんは他の人の権

利 とい うものを尊 び， いつ も正直 な行ないを し

ていたので，お とうさんの生活 その ものがわ た

しにと ってすば らしい もはんで した。

正直 とい うことをいつ も心に とめてお くと，

あ・とにな っていやな思いをす るよ うな悪 いさそ

いにはの らな くな ります。わた した：ちは人のお

金 を とった り，学校で カンニングを した り， う

そをついた りして はいけませ ん。 また 自分の物

でない ものは決 して とってはな りませ ん。友だ

ちに正直 な人は， 自分 自身に対 して も正直 な人

です。

お とうさんはまた，安息 日も正直 に聖 くす ご

・す よ うに と教 えて くれ ま した
。子供なが らに も

わた しはお とう．さんが どんなに野球が好 きだ っ

たかをおぼえています。で もお とうさんは決 し

て安息 日には野球 を しませ んで した。 わた しも

野球 が好 きで したが，お とうさんが 日曜 日には

ぜ った いに野博を しないよ うに と言 ったので，

、その言葉 に従 いま した。

プ ロ野球 の大 リーグに出るチ ャンスが あ っナご

、ときにも・その練 を守 りξ継 昨 ・おと、

うさんの もはんを考 え ると，’そのよ うなチ ャン

スをのが して も，お しい とは思 わなか ったあで

す。 それ ほどわた しはおとうさんをそん けい し

てい ました。

正 しい ことをよ く理解 して，わ た しに毎 日正

直 とい うことを教 えて くれた両親 に心 か ら感謝

して います。

・ ５９５
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ジ ュ リオ は新 しい サ ッカ ー ボ ール を 見 ま した 。手 の 中 で注

意 深 くま わ した り， 指 先 で ボ ール のつ ぎ 目 を さわ った り しま

した 。

「気 に入 った ？」 マ リア お ば さ んが 聞 き ま した 。

「うん 」 ジ
ュ リオ は そ の ボ ー ルが まだ ほ ん と う に 自分 の も

のだ とい う こ とが信 じ られ な い よ うす で答 え ま した。 「で も

どう して これ を ぼ くに くれ るの ？」

マ リア お ば さん は笑 って 言 い ま した 。 「とて もよ くお 手 伝

い して くれ る か らよ。 おつ か い に行 って くれ た り， 庭 の そ う

じを して くれ た り。 ほ ん と うは この ボ ール だ け じゃた りな い

く らい な ん だ け ど， お ば さ ん に は これ く らい しか お礼 で き な

灘翻
甕難 舞 一

暇 畑．げ、阜ρ眠帆
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い の。 喜 ん で も らえ るか し ら。」

ジ ュ リオ は お ば さ んの 顔 を 見 ま した 。 お ば さ んが お金 持 ち

で は な い ことを ジ ュ リオ はよ く知 って い た ので ， こん な高 価

な プ レゼ ン トを 受 け と って よ い もの か ど うか ま よ って い ま し

た 。 で もお ば さん の 目を 見 る とそ の ボ ー ル を受 け と らな か っ

た らき っ と悲 しむ とい う こ とが わか りま した。

「あ りが と う
。」 ジ ュ リオは や さ し く言 い ま した 。

「この ボ ール を な ぜ あ な た に あ げ た のか
， そ れ を い つ も覚 財

え て い て ほ しい わ。 さあ， 遊 ん で い らっ しゃ い 。」 マ リアお

ば さん は ジ ・ ・縮 い ま した・
，．、講

ジ ュ リオ は も う一 度 お ば さ ん に お礼 を言 う と，外 へ とび だ 夢 議

隻 ．… 欝Ｌ

膨翻

阿欝 懸 ：

議

羅



して行 きま した 。外 は春 の空 気 が い っ ぱ い です 。 ジ ュ リオ は

手 の 中 で何 度 も何 度 もボ ー ル を ま わ しなが ら， マ リア お ば さ

ん が ど うい う意 味 で 「この ボ ール を な ぜ あな た に あ げ た の か

よ く覚 え て い て ほ しい 」 と言 った の だ ろ うと考 え ま した。

沙 し して， ジ ュ リオ は つ ぼ み のふ く らん だ 木 に 目を と め，

頭 の 中 は別 の こと に移 りま した。 ジ ュ リオ に と って 春 は友 だ

ち とサ ッ カー に夢 中 に な る季 節 で した 。 そ して 今 年 の春 は，

自分 の サ ッカ ーボ 」ル が あ るの で す ．／

ジ ュ リオ は ボ ール を地 面 に打 ちつ けて ， 玉 石 の しきつ めて

あ る道 路 を走 りなが ら じ ょ うず に足 で け りま した。

「おい
， そ の 新 しい ボ ール ， ど こで買 った ん だ い。 」 家 か

ら出 て来 た ア ン トニ オが 聞 き ま した。

「マ リア お ば さん に も ら った ん だ」 とジ ュ リオ は と くい そ

うに答 え ま した。

「それ はす ごい や ／い っ し ょに 遊 ん で もい い か い
。」

「い い と も
．／」 ジ ュ リオが 答 え ま した。

ア ン トニ オ とジ ュ リオ は ボ ール を 前 や 後 ろに け りま した 。

そ の うち に ほ か の友 だ ち も加 わ って ， サ ッカ ー の試 合 が で き

る だ け の人 数 が 集 ま りま した 。

マ リア おば さん は窓 か らそ の よ うす を見 て い ま した。 ジ ュ

リオ も遊 び な が ら， 時 々 目 を お ば さん の方 に向 け ま した 。

ジ ュ リオ はサ ッカ ーが 大 好 きで した 。 そ れ に とて も じ ょう

ず で した 。 ジ ュ リオ は，、い つ か全 ブ ラジ ル チ ー ム の メ ン バ ー

と して 活躍 した い と思 って い ま した。 ジ ュ リオ は マ リア お ば

さん も この こ とを知 っ て い る と思 い ま した。 た ぶ ん ， そ れ で

ボ ール を くれ た ので し ょう。

そ ん な こ とを考 え て い る と目 の前 に ボ ール が き ま した 。 ジ

ュ リオ は足 で うま くボ ー ル を あや つ づて ．ゴ ール を ね らい ま し

た 。 ゴー ル に近 づ くと ジ ュ リオ は ボ ール を 思 い き り け り ま し

た 。 ボ ール は す ごい い き お い で ゴ ール に入 りま した 。

「うま い そ
．／」 ア ン トニ オが 叫 び ま した 。

「ぼ く らが リー ドだ ！」

歩 道 で ひ と りの男 の子 が はず か しそ うに じっ とそ の試 合 を

見 て い ま した。 み ん な よ り も年 下 の よ うで した 。 そ れ か らみ

ん な の遊 ん で い る と ころ にゆ っ くり歩 いて きま した 。

「あ
， ポ ー ロが や って 来 る。 仲 間 に 入 れ た らだ め だ ぞ。 あ

５０８

い つ は い つ も試 合 を め ち ゃ め ち ゃ に して しま うん だ。 あ い つ

を入 れ た らぼ くた ち負 け ち ゃ うよ」 とア ン トニ オが ジ ュ リオ

に小 さい 声 で言 い ま した。

た しか に， ポ ー ロは あ ま り じょ うず で は あ りま せ ん で し

た。 と き ど き ボ ール を 相 手 チ ー ムに と られ た り， ひ ど い と き

は反 対 の ゴ ール に ボ ール を け って しま うよ うな こと もあ りま

した 。 で も ジ ュ リオ に は， ポ ー ロが どん な に サ ッ カーが 好 き

か わ か って い ま した。

「入 れ て くれ な い ？」 とポ ー ロは心 を はず ませ て 聞 き ま し

た 。

ジ ュ リオ は ほか の 男 の子 た ち の方 を見 てか ら 「だ めだ よ」

と言 お う と しま した 。 そ の とき， マ リア お ば さん の立 って い

る窓 に 目を や りま した 。 お ば さ ん も どん な返 事 を す る のか を

待 って い るよ うで した。

「なぜ あな た に あげ た の か 覚 え て い て ほ しい
。」 お ば さん

の言 葉 が ジ ュ リオ の心 に浮 か び ま した。 もう一 度 ジ ュ リオ は

お球 さん の顔 を見 ま した。 「お ば さ ん に親 切 に して くれ た よ

う に， ほ か の 子 に も親 切 に して あ げ ま し ょうね 。」 ジ ュ リ オ

には お ば さん が そ う言 って い る よ うに思 え ま した 。

ジ ュ リォ は窓 か ら 目を離 す とポ ー ロの方 を 向 い て言 い ま し

た 。 「い い よ ４ そ して他 の だれ かが 口を 出す 前 に， こ うつ け

加 え ま した 。 「ほ ん と うの こ とい うと， ア ン トニオ は とて も

じ ょうず だ か ら， きみ に サ ッ カー の試 合 につ いて 教 え よ う と

思 って い た と ころ な ん だ 。」 ．

ポ ー ロの顔 は え が お にか わ りま した。 「ほ ん と ？」 ポ ー ロ

は うれ しそ うに言 い ま した。

ア ン トニ オ は ジ ュ リオ の顔 を見 て ， に っ こ り して言 い ま し

た 。 「そ う と も／ きみ が早 く じ ょ うず に なれ る よ うに ， み ん

な で教 え て あ げ る よ 。」

み ん な が ふ た た び試 合 を始 め ると， ジ ュ リオ は窓 を 見 あげ

ま した 。 マ リアお ば さん は うな ず きなが らほ ほ え んで い ま し

た 。．ジ ュ リオ はお ば さん に手 を み る と， ま た試 合 を 続 け ま し

た．。

ジ ュ リオ は マ リアお ば さ んが なぜ 新 しい サ ッカ ー ボ ール を

くれ た の かが わか りま した 。



世界中を旅行 して，教会の若人についてどのような印

象を受けましたか。

教会の若人 と会 うときには，いつ も献身と熱心な活動ぶり

に心を打たれました。ブラジルで青少年アロン神権者の伝道

部聖句コンテス トに出席 しました。アロン神権を持つ若者た

ちが聖句捜 しや解釈をするのです。声を立てたり騒いだりは

しませんでしたが，バスケットボールの試合のときのような

緊張感がみなぎっていました。

また私はいろいろな国の聖餐会に出席 しましたが，ひとつ

思い出すのはサモァの聖餐会です。大体７５人位の出席者でし

た。暑 くて湿度も高かったのですが，執事や祭司は皆きちん

とした服装でした。隣りに座 ったステーキ部長が， このよう

にして，主に対 して，あるいは神聖な儀式に対 して敬慶 さを

示すのだと教えて くれました。外見の様子は彼 らの心の様子

をはっきりと爪す もので した。

まとめて言うと，みたまが証するとき，文化 も言語 も皮膚

の色 も関係ないということです。文化が異なっているたあに

ビ ク タ ー ・Ｌ ・ブ ラ ウ ン 監 督 と の

一 問 一 答

若者の直面する問題が幾らか違 ってはいても，福音が心に宿

ると，そのパン種の力はぐんぐんふ くらんで強 くなり，福音

によると兄弟愛のもとに皆ひとつになることを感 じさせて く

れます。実際福音に国境はなく，やがて最後には神の権能の

もとに兄弟としてすべての民がひとつになります。現在の若

者は，この兄弟愛の祝福をやがて経験する人たちです。

どの国の若人も直面 しているひとつの問題は，服装

と身だしなみの標準，純潔，幻覚剤等の社会的な圧力

です。それに対 して助言をいただきたいのですが。

社会的な圧力というものは実際にあり，私たちもそれをよ

く承知 しています。 と同時に，私たちはこれまで好ましくな

い社会的圧力というものばか り強調 していたのではないかと

思っています。しかし，それ以上に力のある好ましい社会的

圧力もあります。 もし清い生活をする友だちと交わっていた

ら，その人は不道徳な行動を取ることがなかなかできないで

しょう。教会や福音の道徳基準はどこにいても同じです。私

たちが本当にキリス トに従いたいと思うなら，正直，高潔，

純潔などの徳をみんなが守らなくてはなりません。例えば世

の中を見ればおわかりのように，性道徳に対する文化的，社

会的姿勢に多 くの違いがあります。 しかし福音は私たちにひ

とつの標準を与えています。合理化や妥協の余地は全 くあ り

ません。教会の若人が，なぜ主は服装や行動や言葉の慎 しみ

について教えておられるのかを理解するようになれば，社会

的圧力はそう大きな力を持たないと思います。主は， 「姦淫

してはならない」と言われましたが， これには同棲や同性愛

も含まれます。教会の若人は，慎 しみのなさがよく姦淫や私

通を招 くことを理解できるでしょう。また肌を異性の目にさ

らすことの危険性がわかるで しょう。若人が福音の根本原則

を本当に理解 したならば， ミニスカー トやぴった りしたズボ

ンなどのようなものに心を惑わされないはずです。問題はス

カートの丈ではなく，慎 しみや徳や自尊についてのその人の

理解度です。

予言者 ジョセブ・ス ミスが， 「あなたは自分の民をどのよ

５０９



うにして治めますか」と聞かれたときの言葉に重要な教えが

含まれていると思います。彼の返事はこうで した。 「私は人

々に正 しい原則を教え，入々に自らを治めさせます。」 原則

は短いスカー トではありません。原則は清 く汚れない生活に

より救い主を代表することです。慎 しみのない服装や行動は

この原則を壊す ものです。私にとって一番大切なことは，教

会の若人がこの基本原則を理解することです。若人たちが原

則を守るならば，私たちはほかに何も心配する必要はありま

せん。

幻覚剤を使うことは大きな悪事です。それはサタンの強力

な武器です。幻覚剤は自由意志を失わせて悔改めを困難にし

ます。当然のことながら，幻覚剤を何 としても避け，幻覚剤

を使用 している人々とは交わらないことを勧めます。す でに

幻覚剤のとりこになっている若者は，す ぐに両親か監督のと

ころへ行って，悪癖を断ち切 る助けを求めなくてはなりませ

ん。

教会では教育を受けなさいとよく言われますが，高

度の教育を受ける機会の少ない地域があります。 また

せ っかく受けた教育を生かす機会がほとんどない こと

もあります。これについてはどうお考えですか。

だれでも大学教育を受けなくてはいけないというのは，間

違 った考えだと思います。それが目標 に適 しているならば良

いことです。 しか し同 じ位に価値があって，決 して軽んじて

はならない目標がほかに もあります。職業につきながら教育

と訓練を受けることです。もしその人が良い鉛管工であるな

ら，鉛管工であることは名誉なことであり，良い医師である

なら，医師であることは名誉なことです。平均で満足せずに

さらに秀でようと良い業に励むというのが，福音の教える原

則です。

教会の活動は教会員にすば らしい訓練の機会を与え，人生

の各分野で成功を収めるための基礎を作 ります。 芸 術 活 動

（ドラマ，スピーチ，音楽，その他）に活発に参加する若者，

そのような背景を持つ若者は，機会を持たない仲間よりも抜

きん出るのが普通です。教育や訓練に信仰 と勤勉が加われば

どのような職業を選んでも本当の成功を収めることができま

す。そのような人は，政治的あるいは社会的状況がどのよう

であれ，自然に身を興し，豊かな実 りある人生への道を見い

だすことで しょう。

人々はよく成功を富や名声や職業の成功と同 じに考

えます。あなたは成功 というものをどのように考 えて

おられますか。
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成功の程度としで，経済的成功は一番ささいなものです。

成功者とは結局のところ，天父の御前に戻る準備のできた人

のことです。この世の名声や富は，天父のみもとに帰れるか

どうかの度合にはなりません。本当の成功者は主を愛 して戒

めを守る人です。必ず しもこの世の境遇に恵まれていないか

もしれませんが，その人は人の理解を越えた平安，すなわち

との世が与えることのできない平安を享受することができま

す。

もうひとつの成功の目安は，結婚 して 自分の家族を持って

いる人に関係 します。彼 らの成功は，子供たちの管理の具合

ではかられます。成功者といわれる父または母は，天父を愛

七，戒めを守る子供を育てようと努力します。これ以上に偉

大な成功はあり、ません。、そしてこの成功は， この世の物をど

れだけ持っているかということとは全 く無関係なのです。 し

か し同時に，主はその人に家族をよく養うことを期待 してお

られます。それは高価な家を持てとか富を得よとかいうので

はなく，家族の物心両面の必要を満たしてあげるという意味

です。またそれには，子供たちが自分の分を尽 くして幸福な

家庭生活に貢献する意味も含まれます。

この世の全生涯を独身で通す入 もいるで しょう。そのよう

な入 も戒めを守 り，現代の人々が必要 としていることをいろ

いろな形で援助 し奉仕 しなが ら福音に従うな らば，同 じよう

に成功者 となることができます。

管理監督としてのあなたの責任のひとつに，教会 員

の福祉があ ります。大勢の病人や飢える人たちを抱 え

た地域で，教会は何をしていますか。

私たちはこのような問題を充分認識 しています。そして地

方の神権指導者を通 じて，問題解決の援助を しています。私

たちは主か ら啓示された方法に従い，いったん進歩があれば

それか ら退歩がないように，基礎を固めようとしています。

教会に医療宣教師がおり，現在は農業宣教師 もいます。近い

将来には社会奉仕宣教師を派遣することも検討 しています。

医療宣教師には，専門教育を受け，健康管理の訓練を終え

た看護婦や医師，その他が召されます。これらの特殊な宣教

師が，．現在多 くの国々でそれぞれに適 したより良い健康管理

の方法を教えています。彼 らの努力により，次の世代はさら

に健康で充実 した生活ができることで しょう。医療宣教師は

ある国々で，高い幼児死亡率を減少させるための育児指導も

行なっています。その土地の食物を使った，バランスのとれ

た食事の仕方を教えるなど，正 しい栄養摂取についても教え

ています。

農業宣教師 も医療宣教師と同 じような方法で働きますＱ彼



らは農業の正 しい原則を教え，実地訓練を行ないます。合衆

国で見 られるような トラクターが大がかりな近代農業機械は

持っていきません。人々に現在行なっていることの改善策を

教え，とうもろこしだけでな く，それ以外の穀物の栽培法や

新 しい野菜，果物の栽培法，土壌に適 した耕作法，前年の穀

物の残 りを使って土地を肥やす方法などを教えます。

私たちは根本原則にのっとって，人々に自らの生活を支え

る方法を教える仕事を始めています。

全世 界の教会の若人 のために，一般的な助言 や 忠 告

をお聞 きしたい と思 います。

まず最初に言いたいことは，ハロル ド・Ｂ ・リー大管長が

大管長就任の際に言われた勧告です。大管長は何かメッセー

ジをと頼 まれて， 自分が与えることのできる最良の助言は，

戒めを守るようにと言 うことであると言われました。

私はさらに申したいと思います。現在家庭学習セミナリー

プ ロ グ ラ ムに全世界の若人が参加できるようになっていま

す。教会のワー ド部や支部か ら遠 く離れ て い て も大丈夫で

す。 このプ ロ グ ラ ムによってだれで も福音の勉強ができま

す。教会の若人が福音を勉強 して救い主の生涯やその教えを

知 り，戒めを守れば，ほかのすべてのものが与えられるで し

ょう。なぜなら主は，「まず神の国と神の義 とを求めなさい。

そうすれば，これ らのものは，すべて添えて与えられるであ

ろう」 とおらしゃったか らです。 （マタイ６：β３）

世が悪への道をたどるにつれ，末日聖徒はますます特異な

目立った存在になっています。私はいつも祈っていることが

ひとつあります。それは，教会の若者たちがおおらかに福音

に従い，生活を通 してまことの末 日聖徒とは何であるかを世

に示す ことです。

主なる救い主イエス ・キリス トの再降臨に備え，義 しい指

導者となるために学び備える教会の若人に，私たちは心から

愛 と信頼を寄せています。

教 会 の

管 理 監 督

主 が 啓 示 に よ りこの 神権 時 代 に最 初

の管 理 監 督 を 召 され た １８３１年以 来， 以

下 の１Ｑ名 が こ の職 に あ って 動 い た 。

１． エ ドワ ー ド ・パ ー ト リッ ジー

１８３１年 ２月 ４日， ３８歳 で啓 示 に ょ

り召 され た 。 １８４０年 ５月 ２７日 ノ ー

ヴ ーで 死 去 。

２． ニ ュ ー エ ノ傍。キ ン ボ ール ・ホイ ッ

トニ ー一 啓 示 に よ り カ ー トラ ン

ドの第 一 監 督 に召 され た。 １８４４年

１０月 ７ 日， ４９歳 で教 会 の第 一 監 督

と して 支 持 され ， １８４７年 ４月 ６日

に管 理 監 督 と称 され た。 １８５０年 ９

月 ２３日， ソル トレー ク シ チ ーで 死

去 。

３． エ ドワ ー ド ・ハ ンタ ー一 １８５１年

４月 ７ 日， ５８歳 で支 持 され ， １８８３

年 １０月 １６日 ソル トレー ク シ チ ーで

死 去 。

４． ウィ リア ム ・ポ ー カ ー ・ブ レス ト

ンー １８８４年 ４月 ６日， ５３歳 で 支

持 され ， １９Ｑ７年 １２月 ４日病 気 のた

め解 任 。

５． チ ャール ズ ・ウ ィル ソ ン ・ニ ブ レ

ー一 １９０７年 １２月 ４日， ４８歳 で 支

持 され ， １９２５年 ５月 ２８日、ヒーバ ー

・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管 長 の第 二 副 管

長 に支 持 され る。

６． シ ルベ ス タ ー ・ケ イル ・キ ャ ノ ン

一 １９２５年 １０月 ６日
， ４８歳 で 支持

され， １９３８年 ４月 ６日十 二 使 徒評

議 員 会 准 会 員 に支 持 され る。

７． リグ ラ ン ド ・リチ ャーズ ー ！９３８

年 ４月 ６日， ５２歳 で 支 持 され ， １９

５２年 ４月 １０日使 徒 に聖 任 。

８． ジ ョセ ブ ・Ｌ１・ワ ー ス リンー １９３８

年 ４月 ６ 日第 二 副 監 督 に， １９４６年

１２月 １２日第 一 副 監 督 に， １９５２年 ４

月 ６ 日，．５８歳 で 管 理 監 督 に支 持 さ

れ ， １９６１年 ９月 ３０日病 気 のた め解

任 。

９． ジ ョ ン ・Ｈ ・バ ンデ ンバ ー グー

１９６１年 ９月 ３０日， ５６歳 で 支 持 され

１９７２年 ４月 ６日， 十 二 使 徒評 議 員

会 補 助 に；支持 され る。

１０． ビ ク タ ー ・Ｌ ・ブ ラ ウンー １９６１

年 ９月 ３０日， 第 二 副 監 督 に支 持 さ

れ， １９７２年 ４月 ６日， ５７歳 で 管 理

監 督 に支 持 され る。
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見守 る者 よ悪人 を戒 めな さい

現今の悪に対 して言明する義務

．予 言 者 エゼ キエ ～レは言 った 。

「人 の 子 よ
， わ た しは あ な た を イ ス

ラエ ル の 家 の た め に 見守 る者 と した。

あな た は わ た しり ｐ か ら言 葉 を聞 くた

び に， わ た しに代 って彼 らを戒 め な さ

い 。 わ た しが悪 人 に 『あ なた は必 ず 死

ぬ 』 と言 うと き， あ な た は彼 の命 を 救

うた め に彼 を戒 めず ， また 悪 人 を 戒 め

て ， そ の悪 い道 か ら離 れ る よ うに語 ら

な い な ら， その 悪 人 は 自分 の悪 の た め

に死 ぬ 。 しか しそ の 血 を わ た しは あ な

た の 手 か ら求 め る。 しか し， も しあ な

た が 悪 人 を 戒 め て も，彼 が その 悪 を も，

ま た そ の悪 い道 を も離 れ な い な ら，彼

は そ の悪 の た め に死 ぬ。 しか しあな た

は 自分 （ρ命 を 救 う。」 （エゼ キエ ル ３ ：

１７－ １９）

モル モ ン経 の 霊 感 を 受 けた 予言 者 た

ち は，現 代 を先 見 し， 敵 あ策 略 に つ い

て 警 告 した。

「ご らん
， そ の 時 に悪 魔 は あ る人 々

の 心 に入 って荒 々 しい行 いを させ ， ま

た この人 た ち に善 い事 を 怒 らせ る。 ま

た ほか の入 々を なだ め， この 人 た ちを

す か して 肉 欲 を ほ しい ま まに させ る…

…。 … …実 に人 の 誠 命 に 聞 き従 い， 神

の 権 能 と聖 霊 の 賜 とを し りぞ け る者 は

禍 で あ る 。」 （Ｈ ニ ー フ ァ イ２８：２０，

２１， ２６）

主 は近 代 の予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

を通 じて， さ らに警 告 され た 。 「この

故 に， 主 の声 は耳 あ りて 聞 か ん とす る

すべ て の人 々 に聞 か れ ん た め地 の果 に

十二使徒評議員会会員

エ ズ ラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン

まで 及 ぶ 。 … … 主 の 声 もま た主 の僕 ら

の 声 も聞 か ん とせ ず ， 予 言 者 に して 使

徒 な る者 た ち の言 に も耳 傾 け ん とせ ざ

る者 の そ の民 の 中 よ り絶 た るべ き 日来

るな り。 そ は彼 らわ が 儀 式 よ り離 れ 去

り，わ が 永遠 の誓 約 を破 りたれ ば な り。

彼 らは主 の 義 を 打建 て ん た め に主 を求

め ず して ， あ らゆ る者 お のが 心 の ま ま

に 振 舞 い お の れ らの神 の姿 を求 む れ ど

も， そ の姿 は人 の世 の像 に して … ……

主 ， われ 言 いた る こ と は， わ れ言 い た

る な り。 わ れ 言 い逃 れ せ ず ， 天地 は過

ぎ行 くと も， わ が言 は過 ぎ行 くこ とな

く して成 就 す べ し。 わ が声 に て言 わ る

る も， 僕 らの声 にて 言 わ る る もみ な一

つ な り。」 （教 義 と聖 約 １ ：１１， １４－

１６， ３８）

この警 告 は １４０年 前 に 与 え られ た 。

そ して 今， 成 就 され つ つ あ る。 自己 満

足や悪人の狡猜さによって目を くらま

されていなければ，私たちはこの目で

それを見ることができる。

シオンの塔の見張 り入である私たち

が，キリス トのまことの教会員，キ リ

ス ト教国家の国民として信 じている事

柄の根本を揺り動かす現今の諸悪に対

し，指導者の立場からはっきりと反対

を述べることは，義務であり権利であ

る。

その見守る者のひとりとして，私は

人類愛をもって謙遜にその義務とチャ

レンジを受け入れ，恐れずに喜んで務

めを果たそうと思う。容易ならぬ現代

にあって，私たちのこの勧告が当局に

監視される懸念があったり，政府がま

すます生活に介入 して来るときでさえ

私たちは批判を恐れるあまり義務を怠

るようであってはならない。

私たちが今経験 している危機につい

ては，これまでよく警告されてきた。

それはとか くの批判を生んだ。言葉を

聞きた くない人も私たちの中にいる。

それが問題である。私たちの生活や福

祉や自由を脅かすものを，私たちのあ

る者は許容 してきた。多 くの人は気持

よい自己満足にひたっているとき，そ

れを乱されることを望まない。

教会は永遠の真理の上に 立 って い

る。私たちは原則において妥協せず，

現代の風潮や圧力にも屈せずに標準を

守 り抜 く。教会の真理に対する忠誠は

不動である。遠い昔から，不道徳や不
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正を非難することは神の予言者，神の

弟子たちの責任で．あった。彼らの多 ぐ

が迫害されたのも，実にこのゆえであ

った。それで もなお，民に警告を発す

ることは，塔の見張 り人である彼 らに

神より与えられた務めであった。

この時代は妥協の時代，原則がその

犠牲 となる時代である。 しか し妥協は

解答を与えない。それは決 して正しい

答えではない。

近代の教会を見守る者のひとりが，．

次のような正 しい警告を与えている。

「情熱を傾けた献身は，大義やその

支持者たちに魂と生命を与えるが，気

の抜けた忠誠心はそれ らを骨抜きにし

てしまう。世のわずらいは多分に，熱

くも冷た くもない者たち，常に風当た

りの一番少ない側につこうとする者，．

小心で真理の側につ くめに四苦八苦す

る者の戸口に横たわるものである。天

上の大会議同様，地上のキ リス トの教

会に中立は存在 しない。主の側につく

かつかないかのどちらかである。堅い

信仰と一切の妥協を許 さない感度が教

会と教会員を勝利へと導 き，主が示さ

れた高い理想を実現させるのである。
．地上め最後の征服者は

，数の多少を

問わず，恐れずためらわず真理につ ぐ

男女， 『はい」と同時に 『いいえ』を

言える男女である。幽彼 らが高 く揚げる

旗にはこう記されている。 『誤った妥

協をしてはならない。……』

寛容は，世の見解や習慣に服従する

ことではない。私たちはいかに愛する

人，影響を受ける人とはいえ，人々と

うまく折 り合うために自分の信念を曲

げてはならない。社会的な地位を得た

り，同調するためであっても，その払

う代価は高すぎるであろう。・ヨ…福 音

は永遠の真理に支えられている。真理

が去って，決 して安全は残 らないので

あ る 。」 〈ジ ョン ・Ａ ・ウイ ッーツ ォ ー

「大 会報 告」．１９４１年 ４月 〔英 文〕・Ｐ．

１１６， １１７） ．一 ． ・∈費一

「国家 最 大 の問 題 は侵 食 で あ る
。 土

壌 の侵 食 で は な い。 国 の道 徳 の侵 食 で

あ る」 とよ く百 われ て い る。

ア メ リカ合 衆 国 は 自 由で あ っ たが た

め に偉 大 で あ つだ６ド神 に信 頼 を お き，

神 の御 言 葉 に述 べ られ た 自由 の 原 則 に

基 礎 を置 い た た め に， 国 は 自由 で あ っ

た。 この 国 は霊 感 を 基 に建 て られ た 。

私 に は， この 国が 予 言 的 な 歴 史 を 持 つ

よ う に思 え る。 ・ ∴ 』

騨

、二１８３１年 ，’フ ラ ン スの 有 名 な 歴 史家 ア

レク シ ㌘ ９ダ ・ トク ビル は フ ラ ンス政

府 の要 請 で ア メ リカ合 衆 国 の 刑 罰 制 度

を 視 察 に訪 れ た 。一彼 は合衆 国 の政 治 形

態 と社 会 制 度 を 綿 密 に調 べ．上げ たよ そ

して １０年 足 らず の う ちに 「ア メ リカの

民 主 主 義 」 とい う ４巻 に わ た る書 物 を

著 わ し， 世 界 的 な 名 声 を得 た。 ア メ リ・

カの 偉 大 さを彼 は こ う述 べ て い る。

「私 は ア メ胆 力の偉 大 さ， そ の特 性

を 広 い港 や豊 か な 河 に捜 し求 め たが ，．

そ こに は な か っ た。 肥 沃 な畑 や限 りな

い草 原 に捜 し求 め たが ， そ ζ に もな か

」

難 鍵鍵

灘

主．はジ ョセブ ・．・ズ ミースを通 じて警告 された。．＿ ・

「主の声 に耳を傾けん とせざ る者 の 擁，，

．その民の中よ り絶 たるべ き且来 るな りー。」一

， 、 ． 」 ．

．．嘉 ．
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った。富める鉱山や大規模な外国貿易

に捜 し求めたが，そこにはなかった。

アメリカの教会へ行き，正義に燃える

聖職者の説教を聞くときまで，私はア

メリカの特性と力の秘密を見いだせな

かちた。アメリカは善良であるがため

に偉大である。もしアメリカが善を放

棄 したならば，アメリカの偉大さは止

むであろう。」（ジェレド・Ｌ ・ニュー

キス ト編， 「予言者，原則，国家の命

運」 〔英文〕Ｐ．６０）１

自由を守 り，善良であろうとする私

たちの意志は，どれほど強固であろう

かα最 も心地良い外見に包まれた誤っ

た思想，誤ったイデオロギーは，静か

に，ほとんど意識されずに，私たちの

道徳の防壁をつきくず し，私たちの心

を捕えようとする。それは明るい将来

の保証やゆりかごか ら墓場までのいた

れ り尽 くせ りの保証で私たちを誘う。

いろいろな名目にか こつけるが，すべ

てはひとつの共通のものに，要約され

る。それは人格 と， 自分で考えて行動

しようとする人の自由をむしばみ，侵

食することである。

私たちをだまして安心 させようと，

いろいろな努力が払われるであろう。

広 く訴える力を持つ提案が現在にも将

来にも出され，多くの人の心を動かす

活動が提唱されるであろう。最 も危険

な活動に魅力的なレッテルを張るのが

常とされ，それが公共の福祉や個人の

安寧 という名義であることもしばしば

である。再び言う。迷わされないよう

にしよう。

自由は，直接的な攻撃 と同様に怠慢

によっても抹殺されるととがある。

あまりに長い間，あまりに多 くのア

メリカ人あるいは自由世界の国民は，

自由に対する攻撃，国家を強固ならし

めていた根本的な経済的，霊的な伝統

５１４

や習慣を攻撃する犯罪に対 して，物言

わぬ共犯者として傍観 してきた。

善と自由の道を前進すべ く励もうで

はないか。自由世界の国民は主の助け

と恵みを得て，恐れな く，疑いなく，

十分な自信を持 ち，明日に立ち向かう

ことができる。

ある合衆国大統領は何年か前に，次

のような言葉でその問題を指摘 した。

「私たちにはこれ以上の物質的進歩

は必要な く，霊的な進歩が必要である。

これ以上の知力は必要なく，道徳的な

力が必要である。これ以上の知識は必

要な く，人格が必要である。 これ以上

の統治は必要なく，さらに必要なのは

文化である。 これ以上の法は必要な く

私たちに必要なのは信仰である。目に

見えるものはこれ以上必要ない。私た

ちに必要なのは見えないものである。

現在強調されるべきものは，生活のこ

の側面である。 もしこの側面が強化さ

れるなら，他の面は自然に強 くなるで

あろう。他のすべての基礎となるのが

この側面である。基礎が堅ければ建物

は立つであろう。」 （「予言者，原則，

国家の命運」 〔英文〕 Ｐ．３５）

自由の国民である私たちは，多 くの

点で大ローマ帝国を崩壊へ導いた道に

よく似た道を歩んでいる。 ローマ滅亡

を来た らしめた状態を，有名な歴史家

たちがこのような言葉で端的に語って

いる。

「……ローマは，私たちの開拓期と

そう違わない歴史を辿って 興 こ され

た。そして偉大な２世紀に入 り，その

後半に頂点を迎え， ３世紀目に衰退 し

崩壊 した。 しか し衰微の罪は２世紀目

後半に顕著になりつつあった。

怠惰な富者，怠惰な貧者の数が急増

したと記録されている。後者 （怠惰な

貧者）は私たちの国の福祉対策 とさほ

、

ど違わない終身失業手当てを与えられ

た。この手当てが終身制になると，受

給者や福祉事業が増えた。そして受給

者はかなりの力を持つ政治勢力となっ

た。彼 らは憶せずに要求 した。政府も

ためらわずに……ひんぱんになる一方

の要求に応えた。ひとりよが りの皇帝

が彼 らに迎合した。今日のアメリカと

同様にローマの力となっていた多数の

堅実な中産階級に，強大にな り続 ける

官僚政府を支えるための税が次々と課

せ られた，緊急事態に処するため，収

入に付加税がかけられた。また政府の

財政は赤字であった。５０セント硬貨に

似たデナリ銀貨が，銀の色つやを失 く

し始あた。政府が銀貨の銀を滅 らした

たあ銅の赤褐色を帯びたのである。

当時でさえ，グレシャムの法則通 り

に，真正の銀貨はす ぐに姿を消 し，隠

匿された。

ローマ人にとって，兵役は非常に名

誉ある義務であった。事実， ローマ軍

団に志願するだけで外国人はローマ市

民権を得ることができた。 しか し富が

増すと共に，ローマの若者は，腐敗す

る柔弱な都市生活に留まる口実を見つ

けては兵役を拒否 し始めた。若者たち

は化粧品を使い始め，女性のような髪

や衣装をつけ，ついには男女の区別も

つけに くくなったと歴史に記されてい

る。

教師や学者の中か らキニク学派と呼

ばれるグループが生まれ，頭髪とひげ

を伸ばし，薄汚ない服を着， 「中産階

級の価値観」と呼ぶ ものを軽蔑 して，

俗世のものへの無関心を公言 した。

道徳は退廃 した。郊外や町の通 りを

安心 して歩けなくなった。暴動は日常

茶飯事で，町や都市が焼かれることも

しばしばあった。

また終始，税の没収と忍び寄るイン



フ レと い う二 重 の災 難 が ， 死 者 に一 撃

」を加 え よ．う．と待 ちか ま えて い た 。

そ して つ い に， それ らす べ て の 力 が

中産 階級 の精 力 と野 望 とを 圧 倒 した 。

ロー マ は滅 亡 した。

私 た ちは， 今 や ア メ リ カの ２世 紀 目

の終 りに近 づ い て い る の で あ る 。」 （１９

６９年 ， ニ ュ ー ヨ ーク， ア イ ゼ ンハ ワ ー

大学 ， ロナ ル ド ・リー ガ ン の 講 演 よ

り）

１７８７年 エ ドワ ー ド ・ギ ボ ンは有 名 な

「ロ ー マ帝 国 の衰 退 と滅 亡 」 とい う本

を 書 いた 。 彼 が 書 い た 滅 亡 の過 程 は次

の 通 りで あ る。

１．入 間 社 会 の 基 礎 で あ る家 族 の 尊

厳 と神 聖 さが 危機 に さ ら され た 。

２． 税 金 や ， 民 衆 にた だ で食 べ物 や

見 せ も のを 提 供 す るた め の 公費 の 出費

が 増 加 の一 途 を た ど った 。

３． 娯 楽 熱 ， スポ ー ツ熱 が 年 を追 う

ご と に異 常 に高 ま り， 残酷 に な った 。

４． 真 の敵 は国 民 の 堕 落 の 中 に あ る

の に， 巨大 な 軍 備 を整 え た 。

５． 宗 教 の衰 微 一 信 仰 は 単 な る形

に な り果 て ， 生 活 とか け離 れ ，警 告 や

指 導 の気 力 を 失 った 。

現 代 の私 た ち と類 似 して は い な い だ

ろ うか 。 ロー マが 滅 び た と， 同 じ原 因

で ， 自 由世 界 諸 国が 滅 び は しな い だ ろ

うか 。

この ８年 間 ， 私 の 机 に は祈 りを込 め

た この 言 葉 が 置 い て あ る。

「お お神 よ
， 投 票 に よ るよ り も高貴

な指 令 を 受 けた 人 々 を ，我 らに 与 え た

ま え」

偉 大 な業 績 を 持 つ 今 ， 多 くの重 大 な

示 唆 を 含 む 歴 史 の教 訓 に 目を 向 け な く

て は な らな い。 成 功 は最 大 の 危 険 を は

らんで い るか らで あ る。繁 栄 の 間 に も

国 は崩 壊 の種 を壕 くこ とが あ る。歴 史

に よ って も明 らか な よ うに ， 国 の 内部

が脆弱でないのに外部か ら征服された

大文明はごくまれである。

歴史の教訓は道標であり，私たちの

将来を安全に導いて くれるのである。

私たちは自由世界の国民として，当

面する問題に立ち上が らなくてはなら

ない。 これ らの道徳，霊的面において

基礎となる根本原則が，私たちの過去

の業績の土台 となっていたことを認識

しな くてはならない。今享受 している

祝福を将来 も享受するために，私たち

はその根本的な基本原則に戻 らなくて

はな らない。経済 も道徳 も分離不可能

な真理の本体の一部である。ふたつは

調和 しな くてはならない。私たちはこ

れ ら永遠の真理に自分の行動を一致さ

せる必要がある。

末日聖徒イエス ・キリス ト教会は，

自由世界の根本をなす伝統である大切

な霊的，道徳的原則を堅 く支持するも

のである。私たちは，時のはじめから

文明の底力となってきたこの永遠の真

理を下落させたり，脅かしたりする悪

の試みに対抗する。

私たちはあらゆる正しい手段を講 じ

て家庭と家族を強固にしようとする。

気高い両親を通 して与えられた生めよ

ふえよ，地 に満 ちよとの最初の大いな

る戒めに従うよう勧め，高度の霊的，

道徳的原則を固 く守ることにより人格

を高めようとする。

末日聖徒 イエス ・キリス ト教会にあ

っては，純潔はいつまでも決 して時代

遅れとな らない。男性にも女性にも同

じひとつの標準がある。その標準 とは

道徳的な清さである。私たちは，最 も

基本の単位，すなわち家庭と家族 とい

う基礎を攻撃する忌むべき堕胎やその

他神を冒漬する汚れた行為をすべて憎

み，反対する。

それ らの不道徳な行ないを続ければ

必ずや全能者の怒 りと裁きが下るであ

ろう。．一 一

私たちは物の獲得 と物質主義に心を

集中 して， この繁栄と安全と自由の土

台である霊的な基盤を忘れてはいない

だろうか。私たちが良 くない行ないを

悔い改め，犯 した罪の大きさを知 り，

低 くへりくだるよう，神は助けて下さ

る。

大きな安全にひざをかがめる国に存

在する。

各地の民が朝な夕なにひざまずき，

神に頼 って神の導 きを求め，受けた恵

みを感謝 したならば，必要とする主の

祝福は確かに得 られるのである。

祈 りがある国家のさまは原子爆弾よ

りも大きな脅威を与え， さらに強力で

ある。人力をいかに結集 して も，祈 り

の力にはとうていかなわない。なぜな

ら， 「祈 りは神の力を頼む人間最大の

手段」だからである。建国の父祖はこ

の永遠の真理を受け入れたが，今の私

たちはどうであろうか。将来の私たち

はどうであろうか。

この簡単な習慣，祈 りという強力な

習慣は実際私たち自身の益 となる。何

年も前にある人が言 った。 「何にもま

さってこの国に必要なものは，昔なが

らの家族の祈りである。」

その通り，私たちに最 も必要なのは

年月に耐え抜いた昔ながらの真理に復

帰することである。

神は，私たちが自由な人間として受

けている祝福の源を悟 り， 自由と，道

徳的，霊的標準を脅かすものを見 きわ一

め，謙遜に しか し勇気ある行動をもっ

て，時の試練に耐え抜いた価値ある恵

みを守り抜 く必要を悟るように，助け

て下さる。イエス ・キ リス トの御名に

より，へ り下って祈るものである。ア

ー メ ン
。

５１５
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信 仰 ，希 望 ，愛 ：が あ った

教 会 福 祉 事 業 の す べ て

ロ ムニ ー副 管 長 は最 近 ， 「福 祉 は教

会 プ ログ ラ ムで は な い。 教 会 の本 質 で

あ る」 と言 わ れ た。 私 も心 か らその よ

う に思 う。 福 祉 は， 教 会 員 の物 的必 要

を満 たす 以 上 の もので あ る。 福 祉 は個

々 の教 会 員 の た め に あ る。 ９６パ ー セ ン

トの人 が 日用 品 の援 助 が必 要 な く， 監

督 の倉 庫 か ら物 を 受 け取 らな くて よ い

状 態 で あ る。 しか し， 福祉 は与 え る側

の人 や 物 品 の 支 給 を 受 けな くて よい人

の た めに も あ るの で あ る。

聖 典 に は ロ ムニ ー長 老 の 言葉 を裏 づ

け る聖 句 が 数 多 く載 って い る。 モ ー サ

ヤ書 で ベ ン ジ ャ ミン王 は語 って い る。

「また お前 た ちは
， … …物 も らいが

お前 た ちに乞 い ね が うの を拒 ん だ り…

・しな い で あ ろ う。 お そ ら くお前 た ち

は 「この 者 は 自分 自身 で この み じめ な

有 様 を招 い た の で あ るか ら， 私 はか れ

を助 け るの を止 め， そ の苦 しみ を救 う

た め に私 の食 物 を与 えず ， ま た私 の 持

物 も分 け て や らな い。 そ の苦 しみ は 当

然 の罰 で あ る か らで あ る」 と言 うで あ

ろ うが … … この よ うな ことを す る者 は

誰 で も大 い に悔 い改 め る必 要 が あ る。

も し もそ の行 い を悔 い改 め な い な ら

ば， お前 た ち は と こ しえに 亡 び て 神 の

王 国 の民 と な る こ と はで き ない 。 ご ら

ん，私 た ち は み な物 も らい で は な いか 。

… 」 （モ ー サ ヤ ４ ：１６－ １９）

ま たパ ウ ロは は っ き りこの よ うに言

った 。 「た と いわ た しが ， 人 々 の言 葉

や 御 使 た ちの 言 葉 を語 って も， も し愛

が な けれ ば， わ た しは ， や か ま しい鐘

や 騒 が しい 鏡鉢 と同 じで あ る。」 （１コ

リン ト１３：１）

そ して 当然 な が ら， 大 い な る天 地 の

管理監督会第二副監督

ボ ー ン ・Ｊ ・フ ェ ザ ー ス トー ン

救 い 主 も， す ば ら しい ひ とつ の た と え

話 に よ って この非 常 に深 遠 な教 えを 授

け られ た 。主 は この よ う に言 わ れ た 。

「あ る金 持 が い た
。 彼 は紫 の衣 や 細

布 を 着 て， 毎 日ぜ い た くに遊 び 暮 して

い た。 とこ ろが ， ラザ ロと い う貧 乏 人

が全 身 で き物 で お おわ れ て ， この 金 持

の玄 関 の前 にす わ り， その 食 卓 か ら落

ち る もので 飢 えを しの こ う と望 ん で い

た。 そ の上 ， 犬 が きて 彼 の で き物 を な

めて い た。 こ の貧 乏 人 が つ い に 死 に ，

御 使 た ち に連 れ られ て アブ ラハ ムの ふ

と こ ろ に送 られ た 。金 持 も死 ん で葬 ら

れ た 。 そ して 黄 泉 に い て苦 し み な が

ら， 目を あげ る と， アブ ラハ ム とそ の

ふ と こ ろ にい る ラザ ロ とが ， は るか に

見 え た 。 そ こで 声 を あ げ て 言 っ た，

『父 ，ア ブ ラハ ムよ，わ た しを あ われ ん

で くだ さい 。 ラザ ロを お つ か わ しに な

って ， そ の指 先 を水 で ぬ ら し， わ た し

の 舌 を 冷 や させ て くだ さい。 わ た しは

この火 炎 の 中 で苦 しみ もだ え て い ま

す 」。 アブ ラハ ムが 言 っ た， 「子 よ，

思 い 出 す が よ い。 あ な た は生 前 よ い も

の を受 け， ラザ ロの方 は悪 い もの を受

け た。 しか し今 ここで は， 彼 は慰 め ら

れ ， あ な た は苦 しみ もだ えて い る。 そ

れ ばか りか ， わ た した ち と あな た が た

と の間 に は大 きな 淵 が お いて あ って ，

こ ち らか らあな た が た の 方 へ 渡 ろ う と

思 って もで きな い し， そ ち らか らわ た

した ちの 方 へ越 え て 来 る こ と もで きな

い 』。 そ こで金 持 が 言 っ た， 「父 よ， で

は お願 い しま す 。 わ た しの父 の家 ヘ ラ

ザ ロを つ か わ して くだ さい。 わ た しに

五 人 の 兄 弟 が い ま す の で， こん な苦 し

い 所 へ 来 る こ とが な い よ うに， 彼 らに

警 告 して い ただ き た い ので す 』 。 ア ブ

ラハ ムは言 った， 「彼 らに は モ ー セ と

預 言 者 とが あ る。 それ に聞 くが よか ろ

う」 。 金 持 が 言 った ， 『いえ いえ ， 父

ア ブ ラハ ム よ， も し死 人 の中 か らだ れ

か が 兄 弟 た ちの と こ ろへ 行 って くれ ま

した ら，彼 らは悔 い改 め るで し ょ う』。

ア ブ ラハ ム は言 った ， 『も し彼 らが モ

ー セ と預 言 者 とに 耳 を 傾 けな い な ら，

死 人 の 中 か らよ み が え って くる者 が あ

って も， 彼 らは そ の勧 め を 聞 き入 れ は

しな い で あ ろ う。」」 （ル カ１６：１９－ ３１）

私 は ， 救 い 主 は こ こで大 切 な こ とを

教 え て お られ る と思 う。貧 しい人 々 が

あ れ ば ， 主 は 大 い な る恵 み の方 法 に よ

って 物 を与 え られ る で あ ろ う。 キ リス

トの純 粋 な愛 とは福 祉 で あ る と思 うか

らで あ る。 そ れ に は， 私 た ち の行 な い

の次 元 を越 え た高 度 の ものが 求 め られ

る と思 う。 福 祉 は最 も純 粋 な形 の愛 で

は な い だ ろ うか。
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そ れ は単 な る物 的福 祉 に と どま らな

い 。 社 会 的 ，情 緒 的 な必 要 を教 会 に よ

って満 た す こ とで あ る。不 具 の人 々 の

健 康 を 世 話 し，守 る こ とで あ る。 私 た

ちに は この 分 野 に お け る大 切 で神 聖 な

責 任 が 課 せ られ て い る と思 う。 リー大

管長 は， 私 の読 ん だ 限 りに お い て どの

言 葉 よ り も美 し くこの こ とを語 って い

る。 １９４６年 の １０月 大 会 で彼 は こ う述 べ

た。

「私 は 心 を ”… ・愛 … … で満 た す人 に

あ る力 が生 じ る こ とを知 って い る。 何

年 か前 の あ る晩 の こ と，私 は ベ ッ ドに

入 って い て高 い地 位 の 召 しにふ さ わ し

くな るに はあ らゆ る人 を愛 し， 赦 さ な

くて は な らな い と悟 り， そ の とき に平

安 と導 き と， 慰 め， 霊 感 を感 じ取 り，

来 た るべ き こ とを教 え られ， 私 の知 っ

た こ とが 神 よ りの もの で あ る と心 に強

く感 じた 。」 （「大 会 報 告」 １９４６年 １０月

〔英 文〕 Ｐ．１４６）

これ は ，予 言 者 が地 の すべ て の人 を

愛 し， 赦 し， 心 に か け る責 任 を感 じた

とい う こ とで は なか ろ うか 。

私 の親 友 の ひ と りに， 偉 大 な賜 に恵

まれ た作 家 の レス ・ゴ ー テ ス兄 弟 が い

る。 私 は彼 の許 しを得 て ， 福 祉 が まず

どん な形 で彼 の家 庭 に もた らされ た か

を， 彼 の言 葉 の一 部 を借 りて 紹 介 した

い。

「私 の家 族 に と って
， 福 祉 プ ログ ラ

ムは １９１８年 の秋 ， サ ラ トガ ロー ドの リ

ーハ イ の西 に あ る オ ール ドフ ィール ド

で始 ま りま した。 そ の年 は第 一 次 世 界

大 戦 中 で ， 『黒 死 病 』 と も言 わ れ た ス

ペ イ ンイ ンフル エ ンザ の恐 ろ しい災 禍

を被 って １，４００万 以上 の人 ４が 死 ん だ，

最 高 に悲 惨 な年 で した 。

そ の年 は冬 が 早 く来 て ， 大 量 の て ん

さ いが 収 穫 を 待 たず に その まま 凍 りま

した 。 父 と弟 の フ ラン シ ス は必 死 に な

って 凍 っ た地 面 か ら一 日一荷 の て ん さ

いを 堀 り出 そ う と， 土 を す き， 表面 を

けず り， て ん さい を １本 １本 ， 大 きな

赤 いて ん さい 運搬 車 の 中 に ほ う り投 げ

荷 を 砂 糖 工 場 に蓮 ん で 行 きま した。 凍

って いた 上 ， 人 手 が な く， 作業 は遅 々

と して進 み ませ ん で した。 兄 の フ ロイ

ドと私 が軍 隊 に入 って い た か らです 。

しか し皆 か ら 『フ ラ ンツ」 と呼 ばれ た

フ ラ ン シス は 年齢 が若 い た め徴 兵 さ れ

て い ま せ ん で した。

こ う して 父 と弟 が 唯 一 の収 入 源 の て

ん さい を収 穫 し， あ る 日夕 食 の席 に つ

い て い た と きの こと で す。 オ グ デ ンの

州 立 工 業 学 校 の校 長 を して い る長 兄 の

ジ ョー ジ ・アル バ ー トか ら電 話 が か か

って きま した 。学 校 の農 場 管 理 を担 当

して い る兄 の チ ャー ル ズ の， ９歳 に な

る息 子 の ケ ネス が悪 性 の イ ン フ ル エ ン

ザ に か か り， 数 時 間危 篤 に陥 っ た あ と

父 親 の 膝 で息 を ひ き と った との こ とで

した 。 そ れ で父 に オ グ デ ンに来 て 遺 体

を家 に連 れ て帰 り， り一ハ イ墓 地 の代

々 の墓 に 入 れ て ほ しい， と言 わ れ ま し

た。

私 の 父 は ほ こ りのつ も っ た旧 式 の シ

ボ レー の エ ンジ ンをか け， 亡 くな った

孫 の遺 体 を迎 え に オ グ デ ンの フ ァ イ ブ

ポ イ ンツ へ 出 か け ま した。 家 に着 くと

『チ ャー ル」 は， 耳 や鼻 か ら黒 死 病 特

有 の き た な い茶 色 の うみを 出 して 熟 で

焼 か れ た よ うな姿 に な っ た息 子 の 冷 め

福祉は

与える側の人や，

物品の支給を

受けな くてよい

人のためにも

あるのである。

たい遺体に取 りすがっていました。

悲 しみに打ちひしがれた若い父親は

『この子を連れて帰って，家族の墓地

に埋めてやって下さい。そして明日ま

たここへ戻ってきて下さい』とボソボ

ソと言いました。

父はケネスを家へ連れて来て，納屋

で棺を作り，母と姉のジェニーとエマ

とヘーゼルがクッションをあてがい，

棺に入れて，父とフランツと近所の人

ふたりで墓へ埋めに行 きをした。死者

が大勢出たので，どこの家でも墓穴堀

りを しな くてはなりませんでした。墓

のまわ りで簡単な葬儀をすませるのが

精 一杯 で した。

墓地 か ら皆 が帰 らな い うち に ま た電

話 が 鳴 って， ジ ョー ジ ・アル バ ー ト（バ

ー ト） が ま た悲 しい ニ ュ ース を知 らせ

て きま した。 チ ャー ルが 死 ん で， ７歳

の ベ ス タ と ５歳 の エ レイ ンが 重 体 で，

４歳 の レル ドン と ３歳 の ポ ー リ ン も病

気 に か か った とい うの で した。

一 家 と懇 意 に して い た親 切 な い と こ

の ラ ーキ ンが チ ャー ル の棺 を 手 に入 れ

鉄 道荷 物便 で家 に送 って き ま した。 父

と小 さ い フ ラ ンツが 遺 体 を駅 か ら運 び

近 所 の 人 との告 別 の た め に， それ を私

の家 の玄 関 の前 に置 き ま した 。 しか し

人 々 は 黒死 病 を恐 れ て近 づ こ うと しま

せ ん。 そ の 間 に父 と フ ラン ツ は近 所 の

人 とい っ し ょに， 墓 の用 意 と， 造 り主

の も とへ 招 かれ た偉 大 で 高 貴 な霊 で あ

る チ ャール ズ ・ハ イ ラム ・ゴ ー テ スを

た た え る短 い葬 儀 の準 備 のた め に出 か

け ま した。

翌 日， 頑 健 で 不 屈 な老 父 は また も悲

しいつ とめ に呼 び出 され ま した 。 今 度

は黒 髪 で大 き な青 い 目の ， い つ も ニ コ

ニ コ して い たベ ス タ を家 に連 れ て 帰 る

こ とで した 。

父 が そ の家 に行 くと， 悲 しみ に 気 も

狂 わ ん ばか りの 母 親 の ジ ュ リエ ッ トが

金 髪 に カール のか か った 青 い 目の か わ

い い エ レイ ンの 寝 台 の わ きに 膝 を つ い

て い ま した 。 ジ ュ リエ ッ トは疲 労 困 慰

して す す り泣 き なが ら祈 っ て い ま し

た。 『あ あ天 の お父 さ ま， この 子 は ど

うか ．／ この 子 を 取 り上 げ な い で下 さ

い ／ か わ い い 子供 た ちを ， も う私 か

ら取 り上 げ な い で 下 さい ／ 』 、、

父 が ベ ス タを 連 れ て 戻 る前 に ， ま た

恐 ろ しい知 らせ が 入 って い ま した 。 エ

レ ィ ン も父 親 や 兄 の ケ ネス ，姉 の ベ ス

タ の も とに旅 立 った の で す 。 こ う して

父 はま た もや 悲 痛 な旅 を して， １週 の

う ちに ひ とつ の 家 族 か ら ４人 もの死 者

を葬 った の で した

エ レィ ンを埋 葬 した晩 に電 話 は 鳴 ら

ず ， そ の 翌 朝 も悲 しい 知 らせ は あ りま

せ ん で した 。 ジ ョー ジ ・ア ル バ ー トと

勇 気 あ る妻 の デ ラが， 病 気 に か か りな

５１７
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農場の入口に着き，

馬車を中に引き入れてからひと息ついて

あたりを見わたしました。

ジャスパー ・ロルフの言 った言葉の

意味わかったのはそのときでした。

『こ り ゃみ ん な ジ ョー ジ お じさ ん の も のだ ぜ ．／』

が ら も幼 な い レル ドン と ポ ー リンを 救

っ た ので し ょう。 看 護 婦 を して い るい

と この レバ ・マ ンズが 手 伝 い に来 て く

れ た こ と も救 い に な った のだ と思 い ま

す 。

朝 食 が すむ と父 は フ ラ ン ツ に言 い ま

した。 「な あ， フ ラン ツ， 畑 に出 て ，

あ ま り カチ カチ に な らな い う ち にて ん

さ い を掘 り出 して ， 荷 ご し らえ して し

ま お う じゃ な いか 。 馬 を 車 につ けて 出

発 し ょ う。』

フ ラ ンシ スが ４頭 立 て の馬 車 を 御 し

て き て， 父 が 飛 び乗 りま した 。 ふ た り

は サ ラ トガ街 道 に沿 って 馬 車 を 走 らせ

ま した。 途 中 で工 場 にて ん さい の荷 を

運 ぶ近 所 の農 夫 の馬 車 の列 に出 会 い ま

した。 通 り過 ぎ る と き にだ れ もが挨 拶

を交 しま した。 「や あ， ジ ョー ジお じ

さ ん」， 「大 変 だ っ た な あ， ジ ョー ジ』

『相 変 わ らず や って る な， ジ ョー ジ」

『お前 に は友 だ ちが い っ ぱ い い るな ，

ジ ョー ジ」。

５１８

最 後 の馬 車 は， 町 の ひ ょう きん 者 ，

い つ もゆか い な赤 毛 で そ ばか す だ らけ

の ジ ャス パ ー ・ロル フで した 。 彼 は笑

顔 で挨 拶 を 送 り， 叫 び ま した 。 『こ り

ゃ み ん な， ジ ョー ジ お じさん の もの だ

ぜ ／」

父 は フ ラ ンシ スの 方 を 向 い て ， 「あ

れ が わ し らの物 だ った らな あ』 と言 い

ま した 。

農 場 の入 口 に着 くと， フ ラ ン シス が

大 き な赤 いて ん さい 運 搬 車 か ら飛 び お

りて 門 を あ け ま した 。 そ して 馬 車 を 中

に 引 き入 れ て か ら， ひ と息 つ い て ， あ

た りを 見 わ た しま した 。左 か ら右 ， う

しろ， 前 と。 す る と ま った く驚 い た こ

とに， て ん さ いが 見 あた りませ ん で し

た。 ジ ャス パ ー ・ロル フ の言 った言 葉

の意 味 が わ か った の はそ の と き で し

た。 『こ りゃみ ん な ジ ョー ジ お じさん

の ものだ ぜ ／」

父 も馬 車 か らお りま した 。 心 か ら愛

す る豊 か な茶 色 の土 を 手 にす くい ， 親

指 の な い左 手 に て ん さい の葉 を持 った

父 は， この 労働 の 象徴 を わ が 目を疑 う

か の よ うに 見 つ め て い ま した 。

そ して 父 はて ん さい の葉 の 山 に腰 を

か け ま した 。 わ ず か ６日間 で 愛 す る者

を ４人 埋葬 のた めに 運 び ，棺 を作 り，

墓 を掘 り， 衣 装 縫 い まで 手伝 い な が ら

決 して 動 じなか った 驚 くほ ど強 い 父，

苦 しい 目 に あい な が ら動 揺 しな か った

父 が ， て ん さい の葉 の 山 に座 って子 供

の よ う にす す り泣 き ま した。

それ か ら立 ち上 が った 父 は ，大 型 の

赤 い絞 り染 めの ハ ン カ チで 目を ぬ ぐい

空 を見 上 げ て 言 い ま した 。 『父 よ ， ワ

ー ド部 の長 老 た ちに 感謝 しま す』 と。」

主 が 私 た ち に方法 を は っ き り示 して

下 さ る と した ら， これ こそ そ の望 ん で

お られ る こ とで はな い だ ろ うか 。主 は

次 の よ う に願 わ れ た で は な い か。

「す べ て 重 荷 を 負 うて 苦 労 して い る

者 は， わた しの も と に きな さい。 あ な

たが た を 休 ませ て あげ よ う。 わ た しは

柔 和 で 心 のへ り くだ った 者 で あ る か

ら， わ た しの くび きを負 うて ， わ た し

に学 び な さ い。 そ うす れ ば， あ な たが

た の魂 に休 み が 与 え られ るで あ ろ う。

わ た しの くび き は負 い や す く， わ た し

の 荷 は軽 い か らで あ る。」 （マ タイ １１：

２８－ ３０）

だ れ が 大 きな 祝 福 を 受 け た だ ろ う

か 。 畑 に行 き， ゴ ー テス 兄 弟 の て ん さ

い を収 穫 した 長 老 た ちで は な か ろ う

か 。 彼 らが 大 きな祝 福 を 受 け た こ とを

知 って いた だ きた い と思 う。

最 後 にパ ウ ロの この言 葉 を心 に 留 め

て ほ しい 。

「こ の よ うに ， い つ ま で も存 続 す る

もの は， 信 仰 と希望 と愛 と， この三 つ

で あ る。 こ の う ちで 最 も大 い な る もの

は， 愛 で あ る 。」 （１コ リン ト１３：１３）

イ エ ス ・キ リス トの純 粋 な 愛 が私 た

ち ひ と りび と りと共 に あ るよ う， ま た

私 た ちが 教 会 に お け るす べ て の福 祉 活

動 を よ く理 解 で き る よ う，救 い主 イ エ

ス ・キ リス トの 御 名 に よ り祈 る。 ア ー

メ ンｏ



灰 色 の 羽 の カ ナ リ ヤ

気高 く生 きること……人間本来 のあるべき姿 を知 る必要が ある

２３年 ほ ど前 ， 私 は若 くして ソル トレ

ー ク シチ ーの 大 きな ワー ド部 の監 督 に

召 され た 。私 は召 しの重 さ に圧 倒 され

責任 に恐 れ を感 じた。 自分 の力 の無 さ

が私 を へ り くだ らせ た ， しか し天 父 は

私 を 闇 と沈 黙 の 中 に教 え や導 き の ない

ま ま さ ま よ わ せ な か った。 主 は主 の 方

法 で教 訓 を与 え， 私 に教 え られ た 。

あ る晩遅 く電 話 のベ ル が 鳴 っ た 。

「モ ン ソ ン監 督
， こち らは病 院 で す 。

あ な た の教 会 の キ ャサ リ ン ・マ ック ィ

ー さん が 今亡 くな られ ま した
。 こち ら

の記 録 に は親 族 が お られ な い こと に な

って い ます が ， 死 亡 時 の連 絡 者 に あ な

た の お 名前 が載 って い ます 。 す ぐ病 院

に来 て い ただ け ます か 。」

病 院 に 着 くと， 一 枚 の封 筒 を渡 され

た 。 開 け て み る と， キ ャサ リン ・マ ッ

ク ィー姉 妹 の質 素 な アパ ー トの鍵 が 入

って い た 。７３歳 の子 供 の い な い や もめ

の彼 女 は ，ぜ い た く品 を ほ と ん ど持 た

ず ， 必需 品 が わ ず か ば か りあ る だ け だ

った 。彼 女 は人 生 の た そが れ時 に末 日

聖 徒 ・イエ ス ・キ リス ト教 会 に入 っ た の

だ った 。静 か で極 端 に 内気 なせ いか ，

彼 女 の生 活 に つ い て は ほ と ん ど知 られ

て い な か った。

そ の晩 私 は， ア パ ー トの地 下 に あ る

彼 女 の部 屋 に入 り， 灯 りを つ けた 。 中

は きち ん と片 付 け られ て い た。 す ぐに

目 に入 った の は， キ ャサ リン ・マ ック

ィー姉 妹 自筆 の こまか に書 か れ た手 紙

だ った。 小 さ な テ ー ブ ル に表 を上 に し

て載 せ て あ る手 紙 の文 面 は， こうだ っ

た。

「モ ンソ ン監 督
，

私 は き っ と病 院 か ら帰 らな い と思
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い ま す 。 た ん す の 引 出 しに 少額 です

が 保 険 の証 券 が入 って い ます ので ，

そ れ を葬 儀費 用 に して下 さ い。 家 具

は近 所 の 方 々 に差 し上 げて 下 さ い。

台所 に は大 事 な カナ リヤが ３羽 い

ま す 。 ２羽 は きれ い な黄 色 で姿 も見

事 で す 。 そ れ ぞ れ の か ごの上 に差 し

上 げ る方 の名 前 を書 い て お き ま し

た 。 ３番 目の か ごの は 「ビ リー」 で

す 。私 の お気 に入 りで す 。 ビ リー は

せ っか くの黄 色 も羽 に灰 色 が 混 じっ

て 少 々 み す ぼ ら し く見 え ます 。 あな

た の お宅 で ビ リー を飼 って 下 さ い ま

せ ん か。 きれ い で は な いで す が 鳴 き

声 は一 番 です 。」

そ れ か らの数 日と い う もの， 私 は キ

ャサ リン ・マ ック ィー姉 妹 につ い て 多

くの こ とを知 っ た。 彼 女 は大 勢 困 って

い る人 を助 け， 通 りの先 の方 に住 んで

い る身 障 者 を毎 日の よ う に励 ま し， 元

気 づ け て あ げ て いた 。 彼 女 は接 す る人

た ち の生 活 に光 を と も して い た の で あ

る。 キ ャサ リン ・マ ッ ク ィ ー姉 妹 は，

大 事 に して い た灰 色 の羽 の カナ リヤ，

ビ リー とよ く似 て い た。 彼 女 は美 しさ

を恵 ま れ ず ，身 の こな しは洗 練 さ れず

子供 もな か った。 しか し彼 女 の歌 う歌

は 人 々 に喜 ん で重 荷 を に な う力 を与 え

た の で あ る。彼 女 は この歌 の歌 詞 そ の

ま ま に生 きた の だ った。

「行 け 寂 し き者 や悲 しむ もの救 え

親切 の わ ざで徹 け 世 を輝 か せ

世 を さ らに輝 かせ 」

（讃 美 歌 ２４０番 ）

世 に は灰 色 の羽 の カナ リヤが 多 くい

る。悲 しむ べ き は， そ の うち の ご く少

数 しか， 歌 う こ とを 知 らな い こ とで あ

る。 お そ ら くは良 い手 本 の確 か な鳴 き

声 が耳 に響 か な いか 心 に留 ま らな いの

で あ ろ う。

若 者 の 中 に は， 自分 が 何 者 で あ り，

どの よ うに なれ るか ， あ る い は ど の よ

うに な りた い か さ え知 らな い人 々が い

る。彼 らは恐 れ を抱 くが ， 何 を恐 れ て

い るか を知 らな い。 怒 りはす るが 何 を

怒 って い る か を知 らな い。 拒 否 され る

が ， そ の理 由 を知 らない 。 彼 らの 望 み

とい え ば， 地 位 ， 名 声 を 持 つ 人 間 にな

る こ とで あ る。

ま た あ る人 は年 齢 に気 を く じか れ ，

世 の わず らい に悩 み， 猜 疑 に心 を 奪 わ

れ ， 自分 の能 力 よ り低 い 生 活 を す る。

私 た ち はだ れ で も 自分 の劣 った 行 な

い を弁 解 しが ちで あ る。 不 運 や 姿 の悪

さ や い わゆ るハ ンデ ィキ ャ ップの せ い

に す る。 自分 を 正 当化 の 犠 牲 に して ，

心 につ ぶ や くの で あ る。 「私 は弱 い か

らだ 」 ， 「もっ と良 い こ とな ど 自分 に
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は無 縁 だ 」 と。 ま た あ る人 た ち は 自分

の 力量 以 上 の こ とを夢 見て ね た み と落

胆 の声 を あ げ る。

私 た ち は， 人 生 の務 めが 他 人 よ り抜

き ん で る こ とで は な く自分 自身 に抜 き

ん で る こ とで あ る の を， 理 解 で きな い

だ ろ うか 。自分 の記 録 を 更 新 す る こ と，

き ょ うよ り もあす 向上 す る こ と， 自分

が 考 え て い た よ り も もっ と立 派 に試 練

を耐 え抜 く こと， 今 ま で以 上 の もの を

人 に与 え る こと， 今 ま で よ り もも っ と

頑 張 っ て良 い仕 事 を す る こと一 これ

が 自分 に抜 き ん で る こと の本 当 の意 味

で あ る。

立 派 に生 き る た め に， 私 た ち は困 難

に 勇気 を もっ て， 落 胆 に ほ ほ えみ を も

っ て， 勝 利 に謙 遜 を もって あた る能 力

を 伸 ば さ な くて は な らな い。 あ なた は

キ ャサ リン ・マ ッ

ク イ ー姉 妹 は ， 大

事 に して い た 灰 色

の カ ナ リヤ ， ビ リ

ー とよ く似 て い た
。

彼 女 は 美 しさ に 恵 まれ な か

った 。 しか し彼 女 の 歌 う歌

は 人 々 に 喜 ん で 重 荷 を に な

う力 を 与 え た の で あ る 。

「ど う した らそ の よ うに で き る のか
」

と尋 ね るだ ろ う。 そ の答 え は 「自分 が

本 当 は何 者 で あ るか を正 し く認 識 す る

こ とに よ っ て」 で あ る。 「神 のか た ち

に か た どっ て造 られ た 。」この 真 理 を 考

え て み な さ い。 私 た ちが この 確 信 を 得

た な らば， 強 さ と力 を， 神 の 戒 め に従

う強 さ とサ タ ンの誘 惑 に抗 す る力 を ，

新 た に深 く感 じな いで は い られ な い 。

実 に私 た ち は， 人 格 が 顔 の 美 しさや

姿 の き れ い さ の二 の次 に され が ちな 世

の 中 に住 ん で い る。 地 方 や 国 や 国 際 間

の美 人 コ ンテ ス トが 記 事 にな り， ニ ュ

ー ス に な る。 ミス ア メ リカ， ミス ワ ー

ル ド， ミス ユ ニ バ ー ス に大 勢 の群 衆 が

賛 美 の 目を 向 け る。 運 動 選 手 に も崇 拝

者 が い る。 冬 季 ス ポ ー ツ， 世 界 オ リン

ピ ック， 国際 試 合 は うっ と りす る群 衆

の 熱 烈 な 賞 賛 を生 む 。 これ が人 の 常 で

あ る。

と こ ろで 神 よ りの啓 示 の言 葉 は ど う

で あ ろ うか 。 い に しえ の 時代 か ら予 言

者 サ ム エル の 忠 告 が 聞 こ え て く る。

「…… わた しが 見 る と こ ろは人 とは異

な る。 人 は 外 の顔 か た ち を 見， 主 は心

を 見 る 。」 （サ ムエ ル上 １６：７）

王 の 王 ， 主 の主 に は 見 せ か け や偽 善

は通 用 しな い。 主 は律 法 学 者 や パ リサ

イ人 の 虚栄 と浅 薄 な生 き方， 見せ か け

と偽 善 を 非難 され た 。主 は彼 らを 「白

く塗 った 墓 に似 て い る。 外 側 は美 し く

見 え るが ， 内 側 は死 人 の骨 や， あ らゆ

る不潔 な もの で い っぱ い で あ る」 と言

わ れ た 。 （マ タイ２３：２７）

彼 ら は美 しい黄 色 の カナ リヤ の よ う

に ，外 側 は きれ い だ が， 彼 らの心 か ら

は ， 美 しい歌 は 聞 こえ て こな い。

そ れ と同様 の こ とを ア メ リ カ大 陸 で

神 の予 言者 が述 べ た。 「ご らん， あ な

た た ち は金 銭 と 自分 の財 産 と 自分 の華

や か な衣 と 自分 の教 会 の華 やか な飾 り

物 とを ，貧 しい人 々， 病 気 の人 々 お よ

び 悩 ん で い る人 々 よ り も愛 す る ので あ

る。 … … なぜ キ リス トの御 名 を受 け る

こ とを恥 とす るか 。 … … なぜ あ な たた

ち は生 命 の な い物 を 自分 の身 に飾 りな

が ら， 飢 え て い る者 ， 貧 しい者 ， はだ

か で い る者 ， 病 んで い る者 ， また 悩 ん

で い る者 た ちが あ な たた ち の前 を 通 り

過 ぎて 行 く とき憐 ま な い のか 。」 （モル

モ ン ８ ：３７－ ３９）

主 は貧 しい者 ， しいた げ られ た 者 ，

悩 み あ る者 ， 苦 しむ 者 と交 わ って お ら

れ た。 絶 望 した 者 に望 み を ， 弱 い 者 に

強 さ を， 捕 らわ れ た 者 に 自由 を もた ら

され た 。主 は 来 た るべ きよ り良 い生 活 ，

永 遠 の生 命 につ いて さ え教 え られ た 。

そ の知 識 は， 「わた しにつ い て きな さ

い」 と い う聖 な る命 令 を 受 けた 人 々を

常 に導 い た のだ った 。 ペ テ ロが そ の 知

識 に導 か れ た。 パ ウ ロが 動 か され た 。

この知 識 は私 た ちの 将 来 を 決 定 で き る

の で あ る。 私 た ち は正 し く真 実 に世 の

贈 い主 に従 お う とい う決 心 が で き るだ

ろ うか 。 贋 い主 に助 け られ て ， 反 抗 的
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な少 年 は従 順 な青 年 に な り， 迷 う少 女

は古 い 自分 を捨 て て新 た な一 歩 を踏 み

出す こ とが で きる。 事 実 イ エ ス ・キ リ

ス トの福 音 は人 生 を変 え る ことが で き

る の で あ る。

使 徒 パ ウ ロは コ リ ン ト人 へ の手 紙 の

中 で教 え た 。 「… …神 は … …強 い者 を

は ず か しめ るた め に， この世 の弱 い者

を選 び … …」。（１コ リン ト １ ：２７）

救 い主 が信 仰 の人 を捜 され た とき，

ユ ダ ヤ人 の 会堂 に よ く見 られ る独 善 的

な 人 を 選 び は しな か った 。 そ れ よ り も

カペ ナ ウ ムの漁 師 の 中 か ら人 を選 ばれ

た 。

主 は岸 辺 で教 え て い て湖 の わ き に寄

せ て あ る ２そ うの舟 に 目を 留 め ら れ

た 。主 は そ の １そ うに乗 り， 持 ち主 に

頼 ん で群 衆 に押 され な い よ うに舟 を水

の上 に出 した 。 さ らに教 え を説 き続 け

て か ら，主 は シ モ ン に 「沖 へ こ ぎ出 し，

網 を お ろ して漁 を して み な さ い」 と言

わ れ た。

シ モ ン は答 え た 。「『先 生 ， わ た した

ちは 夜 通 し働 き遠 した が， 何 も取 れ ま

せ ん で した。 しか し，お言 葉 で す か ら，

網 を お ろ して み ま し ょ う。』そ して そ の

とお りに した と ころ， お び ただ しい魚

の群 れが は い って， 網 が 破 れ そ うにな

った 。 … … これ を見 て シ モ ン ・ペ テ ロ

は， イ エ ス の ひ ざ も とに ひれ 伏 して 言

った ， 「主 よ， わ た しか ら離 れ て くだ

さい。 わ た しは罪 深 い者 で す 。』」 （ル

カ ５ ：４－ ６， ８）

そ の返 事 は こ うで あ った。 「わた し

に つ いて きな さ い。 あ なた が た を ， 人

間 を とる漁 師 に して あ げ よ う。」 （マ タ

イ ４ ：１９） 漁 師 シ モ ンは 自分 の召 し

を受 け た。 疑 い深 く不 信 仰 で 無 学 な経

験 の浅 い 激 しい気 性 の シモ ンは， 主 の

道 が容 易 な道 で あ る こ と も苦 痛 のな い

道 で あ る こ と も， 悟 らなか った 。 シ モ

ンは叱 責 と非 難 の言 葉 を聞 く の で あ

る。「あ あ信 仰 の 薄 い 者 よ」， 「サ タ ン

よ， 引 き さが れ， わ た しの邪 魔 をす る

者 だ 。」 （マ タイ １６：２３） しか し主 は彼

に問 わ れ た 。「『、・… あ な たが た はわ た

しを だれ と言 うか 」。 シ モ ン・ペ テ ロが

答 え て言 った。 『あ な た こそ生 け る神

の子 キ リス トで す」。」 （マ タ イ １６：

１５， １６）

疑 い深 い シ モ ンは， 信 仰 の使 徒 ペ テ

ロ とな った。 灰 色 の羽 の カナ リヤ は救

い主 の全 幅 の信 頼 と変 わ らぬ愛 を得 る

者 とな った。

救 い主 が熱 心 で 力 あ る宣 教 師 を選 ぼ

う と され た とき， 主 は そ の人 を賛 成 者

で は な く， 反 対 者 の 中 か ら捜 し出 され

た 。 タル ソの サ ウ ロは教 会 を滅 ぼ そ う

と し，主 の 弟 子 を 脅迫 ・殺 害 しよ うと

息巻 い て い た。 しか しそれ は ダ マ ス コ

へ 行 く途 中 の 経験 で変 わ った。 主 は サ

ウ ロに つ い て言 わ れ た。 「・・… ・あ の人

は ，異 邦 人 た ち， 王 た ち， また イ ス ラ

エ ル の 子 らに も， わ た しの 名 を伝 え る

器 と して ， わ た しが 選 んだ 者 で あ る。

わ た しの 名 の た め に彼 が ど ん な に苦 し

ま な け れ ば な らな いか を， 彼 に知 らせ

よ う。」 （使 徒 ９ ：１５， １６）

追 害者 サ ウ ロは改 宗 者 パ ウ ロと な っ

た。 灰 色 の羽 の カナ リヤ と 同 じ く， パ

ウ ロに も汚 点 が あ っ た。 彼 自身 が 言 っ

て い る。 「そ こで ， 高 慢 に な らない よ

主は絶望した者に望みを，

弱い者に強さを，捕われた

者に自由をもたらされた。

主は来たるべきより良い生

活，永遠の生命についてさ

え教えられた。

うに， わ た しの 肉体 に一 つ の と げが 与

え られ た。 それ は， 高 慢 に な らな い よ

うに， わ た しを打 つ サ タ ン の使 なの で

あ る。 この こと につ いて ， わ た しは彼

を離 れ去 らせ て 下 さ る よ う に と， 三 度

も主 に祈 っ た。 と ころが ， 主 が 言 わ れ

た， 『わ た しの恵 み は あな た に対 して

十 分 で あ る。 わ た しの力 は弱 い と こ ろ

に完 全 に あ らわれ る。 …… 』」 （皿コ リ

ン ト１２：７， ９）

パ ウ ロ もペ テ ロ も真 理 の た め に持 て

る力 を使 い， 命 を 失 った 。 瞭 い 主 は不

完 全 な人 間 を選 び， 完 全 へ の道 を 教 え

られ た。 主 は昔 ， その よ う に され た 。

そ して今 もそ うされ る。 灰 色 の羽 の カ

ナ リヤを 使 って 。

主 は あな たが た や私 を この地 で 主 に

仕 え るべ く召 し， 私 た ち の働 き を求 め

て仕 事 に任 じられ た。 務 め は一 貫 して

い る。 良心 の葛 藤 は な い。 私 た ちが 苦

闘 す る と き， ひ るむ とき， 祈 り願 お う

で は な い か。 「導 き た ま え， お お導 き

た ま え ，大 い な る我 らが 造 物 主 ， 闇 よ

り抜 け 出 て 今 ひ とた び 奮 起 す べ く。」

（ヤ ン カー ズ高 校 「フ ァイ トソ ング」

よ り）

言 わ れ た仕 事 が 無 意 味 で不 必 要 でつ

ま らな く見 え る か も しれ な い。 私 た ち

は疑 う誘 惑 を受 け る か も しれ な い。

「父 よ
， 私 は き ょ うど こで 働 き ま し

ょう ？

私 の愛 は暖 か くあ ふれ 出 ま した 。

父 は 小 さな場 所 を指 し

言 わ れ ま した 。「あ そ この手 入 れ を 。』

す ぐさま答 え ま した。 『あ あ， い い

え ， あそ こで は な く。』

だ って だ れ も 目に留 め な い で し ょう

私 が どん な に よ く働 いて も。

あん な小 さ な場 所 で な い と ころ を ど

うか。

父 は言 わ れ ま した， お だ やか な声 で

や さ し く答 え られ ま した 。

『あ あ， お ま え よ， 汝 が 胸 を はか り

見 よ。

彼 らが た め に働 くのか 我 が た め に働

くのか 。

ナ ザ レは小 さ な場 所 ，

ガ リラヤ も小 さ な場 所 。」

一 ミー ド 。マ ック ガ イ ア ー一

私 は き ょう， こう祈 りた い 。 真 実 心

か らガ リ ラヤ の人 に従 い， そ の御 名 を

た た え， 持 て る愛 を反 映 した 生 活 を す

る よ うに。 天 父 が 私 た ち に御 子 を 与 え

られ た こと と， イ エ ス ・キ リス トが 私

た ち の た め に命 を 落 と され た こ とを 忘

れ な い よ う に。 イエ ス ・キ リス トが 生

き て お られ る こ とを 証 し， 私 た ちが そ

の聖 な る賜 物 にふ さわ しい 者 とな るよ

うに イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り祈

る もので あ る。 ア ー メ ン。

５２１
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救 い は教 会 を通 じて得 られ る

狭い道 の後 に来 る大 いなる もの

軽
Ｌ

この世で導きと教えを施す御業に就

かれた救い主が教会を設立 され た と

き，また当時の十二使徒が教会をさら

に発展させている間に，ひとつの重要

な事実がはっきりと浮彫 りにされた。

それは，救いは教会を通 じて得 られる

ということである。

救いは分離 した組織や分烈 したグル

ープ，あるいは個人的な党派か らは得

られない。主の教会によってのみ得 ら

れるのである。なぜなら主の教会は主

が設立 されたからである。

聖徒たちをととのえるために組織さ

れたのが教会であった。

奉仕の業のために建てられたのが教

会であつた。

パウロがエベソ人に語 ったように，

キリス トの体を建てさせるために用意

されたのが教会であった。

従って，救いは教会にあり，教会か

ら出，教会を通 じてのみ得られるので

ある。

主は一本の狭 く細い道を設 けたが，

「それを見いだす者が少ない」ことを

承知 しておられた。

主は，正式に組織された主の教会に

よらなければ救いが与えられないよう

にされた上に，教会員がさまざまな教

えの風に吹きまわされたり， もてあそ

５２２

十二使徒評議 員会会員

マ ー ク ・Ｅ・ピー タ ー セ ン

ば れ た り しな い よ うに， ま た悪 巧 み を

も って だ ま し惑 わ そ う とす る巧 妙 な人

々か ら守 られ るよ うに， 守 護 者 を置 か

れ た 。 （エ ペ ソ ４ ：１４参 照 ）

そ の 守 護者 とは， パ ウ ロの エ ペ ソ人

へ の 手 紙 に よ れ ば， まず 第 一 に神 が 特

別 な 目的 の も とに教 会 の長 と して 選 ば

れ た 使 徒 と予言 者 で あ った。

彼 らは神 よ り霊 感 を 受 け た教 会 の指

導 者 で あ つた 。

彼 らは主 の 代 弁 者 で あ り，彼 らの語

る霊 感 に満 ちた 言 葉 は 主 の 御 心 で あ

り，主 の御 旨 で あ り，主 の 御 声 で あ り，

救 い に導 く神 の力 で あ った 。 （教 義 と

聖 約 ６８：４参 照 ）

この よ うな天 の導 きを 受 けて は， も

はや 迷 うべ くもな か った 。

しか し主 の時 代 に も， 偽 りの教 え を

教 えて ， 民 を 誤 った 道 に誘 う人 々が い

た。 救 い主 は彼 らを 痛 烈 に批 判 し，彼

らが 説 いて い る はず の モ ー セの 律 法 か

らの背 教 だ と非 難 され た 。

主 は彼 らに言 わ れ た 。 「モ ー セ は あ

な たが た に律 法 を 与 え たで はな いか 。

そ れ だ の に， あ な たが た の う ち に は，

そ の律 法 を行 う 者 が ひ と り もな い 。」

（ヨノ、ネ ７ ：１９）

そ して ま た言 われ た。 「も し， あ な

たが たが モ ー セ を信 じた な らば， わ た

しを も信 じた で あ ろ う。 モ ー セ は， わ

た しに つ い て書 い た の で あ る 。」 （ヨハ

ネ ５ ：４６）

何 と悲 しい言 葉 で あ ろ うか ／ も し人

々が 当 時 の狡 猪 な にせ 教 師 で は な くモ

ー セを 信 じた な らば， キ リス トを信 じ

た で あ ろ う。 モ ー セは キ リス トに つ い

て 書 い た の だ か ら。 ま た も しイ エ ス を

受 け入 れ た な らば ， イ エ ス の教 会 か ら

救 い を 得 た で あ ろ う。

しか し人 々 はに せ教 師 に 目を くらま

され て モ ー セを も キ リス トを も拒 み，

その た め主 の 教 会 に入 らず ，教 会 か ら

得 られ る救 い も受 けな か った 。

現 在 の 聖 書 に は モ ー セの 著書 の す べ

て は含 まれ て いな い が ， 救 い主 の 時 代



に は あ った こ とが 明 白で あ る。 な ぜ な

らイ エ ス は長 老 や律 法 学 者 を ， モ ーセ

が キ リス トを証 した 言 葉 を信 じて い な

い と批 判 したか らで あ る。

モ 「 セが 救 い主 を 証 した こ と， お よ

び モー セ を信 じよ うと しな か っ た 民

が ， そ の こ とに よ りキ リス トを 受 け入

れ る用 意 が で きて い なか った こ と は興

味深 い こ とで は な いか 。 モ ー セの 律 法

は キ リス トに連 れ て行 く養 育 掛 だ とい

うパ ウ ロの 言葉 が思 い 出 され は しない

だ ろ うか 。 （ガ ラテ ヤ ３ ：２４， ２５参照 ）

モ ー セ ばか りで な く， 他 の予 言 者 も

主 につ いて 書 い て い る。 ペ テ ロは イ エ

ス につ いて 言 った 。 「予 言者 た ち もみ

な， イ エ ス を信 じる者 は こ と ご と く，

そ の 名 に よ って 罪 の ゆ る しが 受 け られ

る と， あ か しを して い ます 。」 （使 徒 １０

：４３）

使徒 行 伝 の２８章 に は， パ ウ ロが ロー

マ滞 在 の 間 に 大 勢 の人 が や っ て き た の

で ， 「朝 か ら晩 ま で ， パ ウ ロは語 り続

け， 神 の 国 の こ とを あ か し し， ま た モ

ー セの 律 法 や 予 言者 の書 を 引 い て， イ

エ ス につ いて 彼 らの 説得 に つ とめ た」

（使 徒 ２８＝２３）こ とが 記 録 され て い る 。

これ らの こ とか ら見 れ ば， 当 時 の聖

典 はす べ て の予 言 者 が 証 した 通 り，繰

り返 し救 い主 につ いて 語 って い た こ と

が 明 らか で あ る。

そ れ ゆ え， 聖 典 が は っ き りと主 につ

い て 告 げ て い る こ とを充 分 承 知 しな が

ら， 民 を迷 わせ ， 主 を十 字 架 につ け よ

う と扇 動 した人 々 に， 弁 明 の余 地 は な

い。

新 約 時 代 の この にせ教 師 た ち は神 の

ま こ との 御 業 か ら分離 ，離 脱 して 自分

の宗 教 を 作 った 。、人 の 考 え 出 した しき

た りを持 つ 彼 らは ，御 業 を 始 め た イ エ

ス に反 対 す る主 流 とな った の で あ る。

あな た が た は そ れ らの宗 派 の う ち幾

つ か の 名前 を知 って い る で あ ろ う。 パ

リサ イ派 とサ ドカイ 派 が 一番 知 られて

い る。 両 派 と も背教 の教 え を持 ち， 主

か ら非 難 され ， 盲信 的 で つ い に主 を十

字 架 につ け るま で に至 った。

ほか に も宗 派 が あ る。

モ ー セの 律法 を 厳 格 に守 る ザ ド ク

派 。

死 海 の書 を書 いた と信 じ られ て い る

エ ッセ ネ派 。 彼 らは神 殿 で の 礼 拝 を拒

ん だ。

反 ロー マ の熱 心 党 。

と りわ け強 力 だ った の は， ギ リシ ャ

哲 学 を モ ーセ の律 法 と融 合 させ よ う と

して 民 に強 要 した ヘ レニ ス トで あ る。

彼 ら も神 殿 で の 礼 拝 を拒 ん だ 。

しか し主 の在 世 中 に も新 しい 背 教 が

進 ん で い た。 ヨハ ネ伝 の ６章 の 記 録 に

見 られ る よ う に， それ は早 くか ら起 き

て い た。 新 約 聖 書 の こ の章 を読 めば ，

主 の 弟子 た ち の 多 くが キ リス トの純 粋

な教 え を受 け入 れ よ う とせ ず ， 主 か ら

離 れ去 った こ とが わか る。

落 胆 され た イ エ ス は， 十 二 使 徒 に向

か って ， 「あな た が た も去 ろ う とす る

の か 」 と尋 ね られ た。

す る と シ モ ン ・ペ テ ロ が 答 え た。

「主 よ， わた した ちは ， だ れ の と ころ

に行 き ま し ょう。 永 遠 の 命 の言 を も っ

て い る の は あ なた で す 。」

この永 遠 の生 命 の言 葉 が ， 脱 落 した

人 々 で は な く， 信 仰 厚 く忠 実 に主 の も

とに と どま った人 々 と共 に あ った こ と

に注 意 して い た だ き た い。

そ れ に 引 き続 き十二 使徒 の時 代 に，

再 び ひ ど い背 教 が 起 こ った 。 そ の結 果

新 約 聖 書 の書 簡 の ほ とん どが背 教 と闘

５２３

｛一



」

うた め に書 か れ た の で あ る。

歴 史 家 は， キ リス ト以 後 １００年 間 の

う ち に３０もの キ リス ト教 宗 派 が 出現 し

た と述 べ て い る。

パ ウ ロが書 い た コ リン ト人 へ の最 初

の手 紙 を見 れ ば， 教 会 初 期 の背 教 の 証

拠 が歴 然 と して い る。

揖１パ ウ ロは この手 紙 の 中 で， キ リス ト

に は 分争 が あ り得 な い と証 した。 彼 は

言 った 。 「さて兄 弟 た ち よ 。 わ た した

ちの 主 イ エ ス ・キ リス トの 名 に よ っ て

あな た が た に勧 め る。 み な語 る こ とを

』
一 つ に し， お 互 の 間 に 分争 が な い よ う

に し， 同 じ心 ， 同 じ思 い に な って， 堅

く結 び 合 って ほ しい 。」 （１コ リン ト １

：１０）

ご く初 期 に興 った キ リス ト教 の宗 派

に は， 次 の よ うな もの が あ る。

ユ ダ ヤ的 キ リス ト教 を試 み て モ ー セ

の 祭 式 を 取 り入 れ させ た ユ ダ ヤ キ リス

ト教 。

至 福 千 年 派 。

聖 祭 式 にぶ と う酒 で は な く水 を 用 い

る習 慣 を取 り続 けた エ ビ オ ン派 。

エ ホ バ とモ ー セ の律 法 を否 認 した グ

ノー シ ス派 。

バ プ テス マ の施 行 で 知 られ るエ ル ケ

． サ イ派 。

至 高 な る夫 の母 の存 在 を教 えた ア ー

カ ン派 。

現 在 もエ ジプ トに残 存 す る コ プ ト

派 。 シ リア キ リス ト教 。

別 の バ プ テ ス マ施 行 派 の マ ン ．ダ ヤ

教 。マ ネキ ン派 ， その 他 数 々の 宗 派 。

紀 元 ７０年 頃 に エル サ レ ムが 崩 壊 した

後 ， ギ リシ ャの影 響 が地 域 の既 存 文 化

に根 壷下 ろ した のを 利 用 して ， ヘ レニ

ス トが キ リス ト教 の上 位 に立 った 。 そ．

の結 果 ギ リシ ャ哲 学 思 想 が キ リス ト教

５２４

に強 く食い入り，福音の教義と儀式が

変えられた。これについては，ニケア

宗教会議で論争 したアリウスとアタナ

シウスがどちらもギ リシャ哲学者であ

ったことで，より容易に理解できるで

あろう。それは，初期の新約聖書の原

本がギリシャ語で書かれた理由でもあ

る。

ここにあげた歴史の一端は，分派を

防 ぐことの大切さをはっきり示 してい

る。パウロが述べたように，ある者は

「わた しはパウロにつく」 「わた しは

アポロに」 「わたしはケパに」 （１コ

リン ト１：１２） と言 うが，キリス トに

は分裂はない。イエス以外に救い主は

な く，イエスは人の造った教義や儀式

に従った者でな く，御 自身がお定めに

なった狭 く細い道を歩む者だけを救わ

れるのである。

そうであるならば，教会員はまこと

の教会から離れず，背教せず，破門さ

れるような罪を犯 さないことが実に重

要である。

人が自ら主の教会から離れるならば

それにより救われるための手段から離

れるζとになるのである。救いは教会

を通 じて得 られるか らである。

現在ある人々は自分の宗教を造 り出

しており，その中のある者は教義 と聖

約８５章を盾に取ろうとする。

彼 らは，教会はすでに道をはずれ，

指導者に霊感は下 らず，主に属ける事

柄をあずかる 「一人の強 くして力ある

者」が必要だと主張する。また確たる

証拠 もなしに，自分でその力ある者を

名乗 り出る。

その章に，彼 らが見落 としたひとつ

の決定的な聖句がある。そこには，背

教者や教会か ら絶たれた人々は，末の

．急

日に至高者なる神の聖徒たちの中に数

え られないと書かれている。なぜなら

救いはほかならぬ教会にあるか らであ

る。

主の御言葉に耳を傾けなさい。

「また，大神権を有する者はもちろ

ん小神権を有する者，教会員たちにし

て律法の書にその名を見出 され ざ る

者，或いは教会に叛 きたること知 られ

または教会より絶縁せ られたること知

られたる者は，その日に於ていと高き

神の聖徒の中にあるゆずりを見出すご

人が自ら

主の教会から離れるならば

それによ り

救われるための手段から

離れることになるのである。

救いは

教会を通 じて

得 られるか らである。

となかるべし。」（教義と聖約８５：１１）

しかし自分の宗教を造 り出す人は教

会を破門された人に限らない。道徳的

な背罪や主の定められた規範を破った

ために教会から閉め出される入々がい

るが，彼 らもこの聖句を熟考すべきで

ある。

人がもし心底神を信 じるならば，ま

たもし自分の救いに思いをかけている

ならば，聖句に言われているように，

救いが教会を通 して得 られること，お

よび何かの理由でもし教会か ら絶縁さ

れるならば神の王国のゆず りを失って

しまうことを認識すべきではなかろう

か。



プリガム ・ヤング大管長は背教者の

行 く末を意味深長な言葉で表現 してい

る。

「人々はなぜ背教するのだろうか。

今 ｒ古船シオン』に乗っていると想定

しよう。私たちは大海のた だ 中 に い

る。嵐が襲 うと，船乗 りの言 うように

船は非常に難渋する，ある人が言う，

『ここにはいまい。 これが 『シオン」

という船 とは信 じられない。』『しか し

私たちは今大海のまん中にいる。』『い

やかまわない。ここにはもういまい。』

彼は上衣を脱ぎ，海中に飛び込んだ。

彼はおぼれないだろうか。おぼれる。

この教会を離れる人はこれと同様であ

る。教会は 『古船シオン』である。こ

の船の中に留まろうではないか。」

また彼はこのようにつ け 加 え た。

「もし全能者のかかげるろうそ くがこ

こから輝 き出ないとしたら，ほかのど

にこ光を捜 しても無駄である。」

そ してこのイスラエルのつわものは

こう語 った。

「教会員のある者に，万事を導 く全

教会の大管長の権利を疑 う気配が見え

たときには，必ずや背教のきざしを，も

し助長されたならば教会からの逸脱と

終極の滅びへと導かれるその精神を目

にするであろう。どのような召しの資

格であれ，この王国の正式に任命 され

た役員に対 して反対の挙動が感 じ取 ら

れるときには， もしそれが持続される

ならば，それと同様の結果を招 くであ

ろう。」 ブリガム ・ヤング大管長はこ

のように述べたのである。（「ブ リガム

・ヤング説教集」〔英文〕Ｐ．８２，８３，

８５）

主の御言葉は簡明で理解 しやすい。

教会から背教 した者，主の備えたもう

正規の法廷で教会か ら絶縁された者は

悔い改めない限 り，いと高き神の聖徒

たちの間にゆず りを見いだすことはな

いであろう。

救いは，古代あるいは初期のキリス

ト教時代にモーセの教えを汚 したり，

律法を犯 したり，儀式を変えたり，永

遠の誓約を破った りしたさまざまな宗

派の中に見いだされないのとまった く

同様に，今日の各分派にも見いだされ

ない。

主は教義 と聖約の同じ章の中で，さ

らに言っておられる。 「……覚えの書

に載せ られざる者たちは，すべてその

日にゆず りを与えられず して寸断にせ

られ，彼 らの受 くべき分は不信者の中
はがみ

に定 め られ ， そ の所 に て 悲 し み 切 歯

す る こ とあ らん 。』 （教 義 と聖 約 ８５：

９）

教 会 か ら破 門 され て も神 権 と神 殿 の

祝 福 は取 り上 げ られ な い と言 う人 が い

る。 結 び 固 め の力 を 持 つ 人 は解 く力 も

あ る こ とを思 い 出 そ うで はな いか 。 主

は ま こ との し もべ につ い て ， 「あな た

が地 上 で つ な ぐ こと は， 天 で もつ なが

れ ， あ な た が地 上 で解 く こ とは天 で も

解 か れ るで あ ろ う」．と言 われ たか らで

あ る。 （マ タ イ１６：１９， 教 義 と聖 約 １３２

：４６） 破 門 は教 会 の祝 福 と権 利 ，特

権 の 一 切 を剥 奪 す る。

救 い ほ どに：貴重 な ものが あ るだ ろ う

か 。救 い は いか に して 得 られ るの だ ろ

うか 。 そ れ は， 教 会 に よ って ， 教 会 の

プ ロ グ ラ ムに 「熱 心 に携 わ って 」 の み

得 られ るの で あ る。

他 に道 はな い 。 も し私 た ち が イ エ ス

を雄 々 し く証 せ ず ，悔 い改 め な か った

な らば， 王 国の 王 位 を 失 って 他 の 場 所

に行 か せ られ る。 （教 義 と聖 約７６：７９

参 照 ）

しか し悔 改 め は何 とす ば ら しい こ と

で あ ろ うか 。主 は， 罪 を悔 い改 めて そ

れ よ りの ち主 の 命 令 の す べ て を守 るな

らば， 赦 しが 与 え られ て ，新 た に生 れ

る こ とが可 能 で あ る と言 わ れ た。

不 従 順 な 者 に と って ， これ よ り大 き

な 約 束 が あ るだ ろ うか。

主 は罪 人 を救 うた め に この世 へ 来 ら

れ た。 主 は医 者 が必 要 な の は病 人 で あ

る と教 え られ た 。 この よ うに， 主 は病

人 を招 いて お られ るの で あ る。他 の す

べ て の 人 と同様 に， 我 れ に来 よ， 悔 い

改 め よ， 汚 れ を 去 り，聖 め られ， 主 の

王 国 に救 わ れ よ と。

主 な る神 は言 わ れ る， 「わ た しは悪

人 の死 を好 む で あ ろ うか 。 む し ろ彼 が

そ の お こな いを 離 れ て生 き る こ とを好

ん で い るで はな い か 。」 （エ キ ゼ エ ル １８

：２３）

主 は善 と慈 悲 を も って この よ うに 呼

ば わ って お られ る。

「す べ て 重 荷 を 負 うて 苦 労 して い る

者 は， わた しの も とに きな さい 。 あ な

たが た を休 ませ て あげ よ う。 わ た しは

柔 和 で 心 のへ り くだ った 者 で あ るか ら

わ た しの くび きを負 うて ， わ た しに学

び な さい。 そ うす れ ば， あな た が た め

魂 に休 みが 与 え られ るで あ ろ う。 わ た

しの くび き は負 いや す く， わ た しの 荷

は軽 い か らで あ る。 （マ タ イ１１：２８－

３０）

だが ， 主 の くび き は教 会 か ら離 れ は

しな い こ と，主 の荷 は私 た ちに対 して，

神 の 口 か ら出 るす べ て の 御 言 葉 に従 う

よ う求 め て い る こ とを忘 れ な い よ うに

しよ うで は な い か 。 これ らの こ とを，

聖 な る主 イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ

りへ り くだ って証 す る。 ア ー メ ン。

５２５

一」



Ｌ

噺

結婚を考えていたその頃の私は，福音を学ぶにつれ，一体

自分は神様が望んでおられる結婚を しようとしているだろう

か， と思うようになりました。神様が教会員同志の結婚を望

んでいらっしゃるとわかったときは，結婚 した後のことを想

像 してその結婚が良いものでないとわかって来ましたが，何

か割 り切れないものが残 り，一主に断食 し祈 り求めました。す

ると不思議にその苦 しみは取り除かれ，あきらめることがで

態ました。もしこの決断を誤 っていたら，今私に与えられて

いる祝福はないと思

います。 ９月２４日，

沖縄の自衛隊に勤め

那覇支部に席を置か

れる松田敏美兄弟と

福岡支部において結

婚式を挙げるに至る

までの体験を述べて

みたいと思います。

結 婚

中 井 輝 子

徳山支部

かったか らです。 しか し兄弟の人柄 もわかっていました し，

幸福な家庭を築いていけそうな気持に半分なっていましたの

で，同じ目的を持つことができるなら結婚 したいと返事を致

しました。この世だけでな く永遠に続 く家庭は，いかなる努

力を払って も惜 しくないほどの神様からの大きな祝福ですか

ら。それか ら少 ししてレッスンは知恵の言葉に入ったようで

した。男性にとって一番むずか しい，神様か らの試練です。

手紙にも電話にも，そこから逃げ出したい気持を持っておら

れることがありあり

昨 年 の ８月 ，瀬 の本 高 原 で フ ァ ミ リー キ ャ ンプが 行 なわ れ

ま した 。 多 くの兄 弟姉 妹 と共 に地 上 で の天 国 に来 た よ うな気

持 を 味 わ い， 同 じ目的 を持 つ 人 々が こん な にた くさん い るの

だ と思 う と， 証 が一 段 と強 くな って い くの を 感 じま した 。仕

事 の都 合 で， １日早 く帰 らな けれ ばな らな か った私 に福 音 を

述 べ る機 会 が与 え られ て い る のを 知 った の は，熊 本 駅 に着 い

た と きで した。 コイ ン ロ ッ カーを 探 して い る と， 親 切 に そ の

場 ま で つ れ て行 って 教 え て下 さ っ た人 と思 いが けず 話 す 機 会

に 恵 ま れ た の で す。 み た まが 助 けて くれ ま した 。私 の 口か ら

は主 を 賛 美 す る言 葉 と フ ァ ミリー キ ャ ンプ での 素 晴 しい 経験

が とめ ど もな く出 て きま した。 それ か ら しば ら く して 文 通 が

始 ま り， 文 通 が友 情 ， 愛 情 へ と進 ん で い くの が わか り ま し’

た 。

私 は永 遠 に救 わ れ る道 を知 って い る。 私 は そ の こ とを 兄 弟

に伝 え た い と思 い ま した 。 幸 い に も兄 弟 は信 仰 を持 ち た い と

思 って お られ た の で ， １０月 も終 り頃徳 山支 部 に来 られ ， 宣 教

師 の方 か ら紹 介 を 受 け， モル モ ン経 を求 め られ ま した。 祈 り

が 聞 き届 け られ た とは っ き りわ か った の は， 兄 弟 が 転 勤 され

て か らで した 。彼 は那 覇 支部 を探 し歩 い て， 宣 教 師 か ら レ ッ

ス ンを 受 けて い た の で す 。 「求 め る者 に は与 え られ る」 と聖

書 に あ りま す 。 「主 は言 わ れ た， 『ま す の下 や寝 台 の下 に置

くた め に， あか りを持 って くる こ とが あ ろ うか 。 燭 台 の上 に

置 くた め で は な い か 。」」 ．（マ ル コ ４ ：２１） 信 仰 を 誇 りに して

い て良 か った。 そ う思 っ た私 で した 。 プ ロ ポ ーズ を 受 け た の

は その と きで した 。私 は うれ しい 中 に も複 雑 な気 持 で した。

とい うの は ，兄 弟が まだ 知 恵 の言 葉 の』レ ッス ンを 受 けて い な

５２６

螺騨

と見えました。私に

何か気休めみたいな

ものを求あておられ

ましたが，私は 「宣

教師の人に聞いて下

さい，神様の戒めで

すか ら……私は信頼

していますよ」と答えただけでした。沖縄と徳山，遠 く離れ

た私にできることはただひとつ，真心か ら祈ること，そう思

った私でした。

３月も終 り頃， とうとう私はその言葉を聞きま した。 「長

老がバプテスマを受けなさいと言われるのだが。」「受けられ

たらいかがですか。きっと聖霊があなたを助けて くれると思

いますよ。」そう答えた私の喜びを御想像願えるでしょうか。

主の助けにより，兄弟はたった ３週間で知恵の言葉の戒めを

実践する人 となったのです。

４月７日，兄弟にとって も私にとって も，忘れることので

きない日でした。本当に祝福されたバプテスマ会で した。共

に祝福にあずかろうと思い切って沖縄に行った私には，その

会が自分のバプテスマのときよりもっと霊的に感 じられま し

た。そして那覇支部の兄弟姉妹の大きな愛が兄弟を助けて下

さったことを知りました。

あらゆる面において私たちは祝福を受けています。い くら

感謝 してもたりないくらいです。 「何事で もわた しに願うな

らわた しはそれをかなえてあげよう」と主は言われます。そ

の祈 りが正 しいことであればきっとい．つかはかなえられると

信 じています。悩むことは何 もなくなりました。教会員同志

で神様の望まれる末日聖徒 としての家庭を築きたいという私

の夢は実現されました。これもすべて，兄弟姉妹や家族の暖

い励ましがあったか らだと思い，心から感謝 しております。

そして神様の導きと助けがあってこそこの大きな祝福がある

ことを証 し，兄弟姉妹の皆様の上に豊かな恵みと健康が与え

られます ことを祈 ります。すべてを御子イエス ・キリス トの

御名によって証致 します。アーメン。



北の地で張 り切るアロン神権者
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僕 は この末 日に おい て， モル モ

ンの家 庭 に生 まれ ま した 。 そ して

８歳でバ芳 ス。綬 け，１２瞭 僕 の 証

神 権 を受 け ま した 。

僕 は こ う して もう１３年 間 も教 会

に行 って い る ので す が ， い まだ 日 北 山 裕 之

曜 日に教 会 の行 くの は難 ぎで す 。 札 幌支部

ま た， 去 年 か らホ ー ム プ ラ イ マ リ

ーを家 で 始 め た の で， これ に も出 な い とい け ませ ん が ， そ れ

に 出 る の もあ ま り好 き で は あ りませ ん 。 そ れ は， 土， 日 と 日

を取 られ る と， 友 達 とぜ んぜ ん遊 ぶ こ と もで きま せ ん し， 勉

強 す る時 間 も少 な くな ります 。 で もそれ は僕 に 一 番必 要 な こ

とな の で す 。 日曜 日に 朝早 く遠 い教 会 まで 行 くの は とて もい

や で す 。 で もい つ も行 き ます 。 す る と必 ず 帰 りに は 「来 て よ

か った な あ」 と思 うの です 。

教 会 に は ， 会 員 ひ と りび と りの愛 が 本 当 に多 くあふ れ ん ば

か りに あ りま す 。 そ こに は世 間 の悪 か ら遠 ざか り， 神 様 の御

心 を 知 る こ との で き る場 所 が あ ります 。 本 当 に平 安 に 心 の や

す ら ぐ唯 一 の 場所 で す 。 そ れ を強 く感 じます 。

僕 は新 し く兄 弟 た ち が神 様 に 召 さ れて い くのを 見 る と， 自

分 の こ との よ うに喜 び た くな ります 。 それ は心 の 底 か ら こ／

織
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舞勒

驚 ，

鍵雛

み あげ て くるよ うな喜 び で す。 そ

の と き， 自分 の友 達 が そ うな れ ば

喜 び も一 段 と大 きな もの に な るだ

ろ う と思 う ので す 。 す る と友 達 を

ど う して も教 会 へ 導 き入 れ た い と

い う気 持 で い っ ぱ い にな ります 。

僕 が そ うい う気 持 に な る こ と

を， 神 様 は ち ゃ ん と知 って い らっ

し ゃい ま した 。プ ラ イ マ リーが そ うです 。家 が遠 く，とて も教

会 に は連 れ て い け ませ ん 。 で もプ ライ マ リーな らば僕 の家 で

行 な って い るの で連 れ て 来 る こ とが で きま す 。神 様 は そ の た

め に， ホ ー ムＭ ＩＡ も開 いて くれ ま した 。 僕 は こ う して友 達

をＭ ＩＡ．に連 れ て来 る ことが で き ま．した 。 そ して そ の友 達 は

き っ と教 会 に入 って くれ ．るこ とを 信 じます 。

僕 が末 日の世 に モ ル モ ンの家 庭 に生 まれ た の は ， この た め

か も しれ ませ ん。

神 様 は， け ん そ ん に祈 る と き に必 ず その 祈 りを か な え て く

れ る こ とを知 って い ます 。 神 権 め あ る末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 は真 実 ま こ との唯 一 の教 会 で あ る こ とを 証 しま す 。

イ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ り。 ア ー メ ン。
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毎週通っている札 幌 東 支 部に

は，アロン神権者は３人います。

ぼくは，その中のひとりで，執事 ぼ く の 証

で す。

家 族 は， みん な モル モ ンで ， ぼ

くは， ８歳 の と き， お父 さん か ら 柳 沢 俊

バ プ テ ス マ を受 け ま した 。 この 支 札 幌東支部

部 で も， た くさ ん の 「き ゅう ど う

者 」 が バ プ テ ス マ を受 け， 会 員 にな りま した 。 ぼ くも， 時 々 馳

バ プ テ ス マ会 に 出席 して い ます 。 それ を 見 て い る と， 自分 が

バ プ テ ス マ を受 け た とき の， す ば ら しい 感 激 を 思 い だ し ま

す 。 そ の と きは， た いへ んす が す が しい気 持 で ， 喜 び が こみ

上 げ て きま した。 真 の教 会 の メル ケゼ デ ク神 権 によ って ， 神

様 の 国 へ の第 一 歩 を ふ み しめ た こ とを ，ｒた い へ ん うれ し く思

って い ます 。

毎週 家族 い っ し ょに通 って い る教 会 も， 時 々 ， 行 きた くな

くな って しま う こ とが あ ります 。 また ， 教 会 に 出 席 して も，

先 生 の 話 が耳 に 入 らず 早 く集 会 を終 えて ， 昼 ご はん を 食 づ て

しまい た い な あ と思 う こ と もあ ります 。 けれ ど も， １２歳 に な

って ア ロ ン神権 の執 事 に聖 任 され て か らは ， 聖 さん 式 の パ ス

を させ て も ら桑 るよ うに な りま した 。 そ れ か らは教 会 へ行 く

のが た の しみ に な りま した 。

．執 事 の責 任 は， （１塵 さん を くば る

醗 灘難１
の他 い ろい ろ あ ります 。 ぼ くは ま

だ，全部を完全にはできませんが，少しずつやっています。

だん食証会で，自分か ら証を言えるようになりました。

聖さんをパスするときは，会員かそうでないかを知ってい

なければならないので，出席者の名前をおぼえるようにして

います。でも時々，知 らない人が出席 していたときは，管理

者や，祝福する人の方を見て，指示を受けます。

ぼ くは，将来メルケゼデク神権をもらって， ２年間の伝道

に出てみたいと思っています。そ して，多 くの人に伝道 して

日本にも神殿ができて，神様の国に近づ く日が早 く来ればい

いと思います。この教会の教えによって，日頃の行動をいろ

いろ反省する機会のあることを感謝 します。

この教会は，真の教会です。ぜんぶイエス様の御名によっ

て，アーメン。

」
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